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　１０月１６日、岩倉東小学校グラウンドで消防観

閲式が開かれ、消防団員、婦人防火クラブ員、消防

職員など１２５人が参加し、日ごろの訓練の成果を

披露しました。 

　観閲式は、消防団員や職員の士気を高めること、

また市長が消防機械器具を観閲し消防の万全を期す

ることを目的に毎年行われています。今年は、階梯

操法や分裂行進のほか、７月に開催された第５０回

愛知県消防操法大会「ポンプ車操法の部」で準優勝

した消防団員による模範演技も披露されました。 

　消防団員の機敏で正確な演技に、参加者から大き

な拍手が送られていました。 

【2005岩倉の風景●勇壮に披露～消防観閲式～】 
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暮らしのガイド １６ 

雑草は早めに刈り取りを！ 
青少年健全育成県民運動 
愛知県内の交通事故情勢についてお知らせします 
中小企業退職金共済制度 
献血にご協力を 
女性の人権ホットライン 
サラリーマン金融の相談料を補助 
児童相談 
エイズ検査について 
見逃さないで、子どものＳＯＳ 
指名競争入札結果 
市民相談 ほか 

サンタがあなたの家にやってくる！ 

子育て支援講演会 
あゆみの家講演会 
歌謡舞踊 
みのりの会バザー 
尾張北部地域こころの健康フェスティバル 

催し １６ 

手続き １７ 

相談・その他 １９ 

募集 １８ 

貧血予防のための栄養教室 
気功教室 

健康 １８ 

トレーニング指導・講習会 
講座・教室 １８ 

国民年金保険料納付の臨時窓口を開設 
国民年金保険料の社会保険料控除 
固定資産税・都市計画税にご理解を 
所得税の青色決算と年末調整説明会 

１２月の保健センター案内 ２２ 

裏表紙 
ヤブツバキの実 

２５ フォトニュース 

いわくらの自然 

岩倉駅コンサート・岩倉ゆうわ会運 
動会・世界のお総菜 オーストリア編 

２４ 
だれもが住み良いまちづくり 
ユニバーサルデザイン 
岩倉市ユニバーサルデザイン 
振興指針について　その４ 

▲１０月２７日、五条川で
中島屋幟店の松浦勉さんに
よる長さ１５メートルもあ
る巨大こいのぼりの「のん
ぼり洗い」が行われました。 

悠久の時を刻みながら流れる五条川。多くの文化遺産。 
私たちは、この自然と伝統に恵まれた岩倉を愛し、 
調和のとれたまちづくりをめざして市民憲章を定めます。 

小さなまちから大きな夢を 
岩倉市民憲章 

広げよう　愛　ふれ合い　みんなの和　（家族仲間の和を願って） 

育てよう　心　からだ　みんなの健康　（市民一人一人の幸せを願って） 

高めよう　文化　芸術　みんなの暮らし　（生活の質の向上を願って） 

守ろう　自然　環境　みんなの地球　（かけがえのない地球の存続を願って） 

つくろう　人　まち　みんなの未来　（豊かな社会の実現を願って） 
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市政の窓 １０ 
平成１７年度岩倉市スポーツ観戦事業 

第１０回いわくら五条川マラソン 

ロビーコンサート 

岩倉市改正介護保険フォーラム 

自然生態園開設１０周年記念講演会を開催 

します 

名古屋コーチン汁を販売します 

保育園の運営費をお知らせします 

和泉村との友好都市提携を解約しました 

ごみと資源は正しく出しましょう 

よくある介護保険についてのＱ＆Ａ 

安全でおいしい水をお届けしています 

岩倉市防犯対策助成金交付制度をご利用く 

ださい  

木造住宅の無料耐震診断を行っています 

障害者控除対象者認定書を発行します 
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▲１０月２
中島屋幟店の
よる長さ１
る巨大こいの
ぼり洗い」が

　
・
安
全
・
安
心
な
ま
ち
宣
言 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ま
ち
で
す 

のぼり 

            

　
岩
倉
市
で
は
、
市
の
収
入
と
支
出
、
市

税
の
状
況
な
ど
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
年
２
回
、
財
政
状

況
の
公
表
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
回
お
知
ら
せ
す
る
の
は
、
平
成
１６
年

度
決
算
（
平
成
１６
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

１７
年
３
月
３１
日
ま
で
）
と
平
成
１７
年
度
上

半
期
（
平
成
１７
年
４
月
１
日
か
ら
９
月
３０

日
ま
で
）
の
財
政
状
況
公
表
で
す
。 

平
成
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年
度
決
算 

　
平
成
１６
年
度
の
一
般
会
計
決
算
額
は
、

歳
入
１
２
９
億
６
９
３
万
円
（
前
年
度
比

５
・
２
㌫
増
）
、
歳
出
１
２
３
億
９
千
２

７
９
万
円
（
前
年
度
比
５
・
３
㌫
増
）
で
、

５
億
１
千
４
１
４
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま

し
た
。
な
お
、
平
成
７
年
度
お
よ
び
８
年

度
に
借
り
入
れ
た
市
民
税
減
税
補
て
ん
債

の
借
り
換
え
分
１０
億
２
千
万
円
を
除
い
た

場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
歳
入
総
額
１
１
８
億

８
千
６
９
３
万
円
（
前
年
度
比
３
・
１
㌫

減
）
、
歳
出
総
額
１
１
３
億
７
千
２
７
９

万
円
（
前
年
度
比
３
・
４
㌫
減
）
と
な
り

ま
す
。 

　
歳
入
で
は
、
市
税
は
、
個
人
市
民
税
、

法
人
市
民
税
と
も
に
減
少
し
た
も
の
の
、

固
定
資
産
税
、
都
市
計
画
税
、
た
ば
こ
税

等
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、
市
税
全
体

で
、
平
成
１５
年
度
決
算
額
を
上
回
り
ま
し

た
。 

　
地
方
譲
与
税
は
三
位
一
体
の
改
革
に
伴

う
所
得
譲
与
税
の
新
設
に
よ
り
前
年
度
比

５７
・
７
㌫
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

他
に
も
、
配
当
割
交
付
金
、
株
式
等
譲
渡

所
得
割
交
付
金
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
他
の
歳
入
で
は
地
方
消
費
税
交
付
金
、

自
動
車
取
得
税
交
付
金
な
ど
が
増
加
し
ま

し
た
が
、
国
庫
お
よ
び
県
支
出
金
、
地
方

交
付
税
、
臨
時
財
政
対
策
債
が
大
幅
に
減

少
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
市
債
は
、
臨
時
財
政
対
策
債
が

大
幅
に
減
少
し
た
も
の
の
、
市
民
税
減
税

補
て
ん
債
の
借
り
換
え
の
影
響
に
よ
り
全

体
で
前
年
度
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。 

　
歳
出
で
は
、
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
財
政

状
況
の
中
、
本
市
の
目
指
す
「
安
全
・
安

心
で
、
心
豊
か
な
ふ
れ
あ
い
の
市
政
」
を

基
本
に
、
第
３
次
岩
倉
市
総
合
計
画
に
そ

っ
て
事
業
を
精
査
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。 

　
主
な
事
業
の
取
り
組
み
は
、
次
頁
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。 

面　積　 １０．４９Ｋ㎡ 
人　口　 ４８，５３１人 
世帯数　 １９，６０７世帯 

岩倉市の概要 

（平成１７年１０月１日現在） 

岩倉市の財政状況 岩倉市の財政状況 岩倉市の財政状況 
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教育・文化・スポーツ 
・教育プラン事業の創設 
・岩倉中学校理科室・廊下改修工事 
・学校図書館冷暖房設備設置工事 
・総合体育文化センター空調用冷温水ポンプ等取替事業 

環境 
・リサイクルプレイス事業 
・古紙と古着の日事業 

農業・商工業 
・農道舗装新設工事 
・用排水路改修工事 
・愛知万博関連事業 
・いわくらお店探索スタンプラリー事業の補助 

安全・安心なまちづくり 
・防犯灯の設置 

・安全・安心パトロールの実施 

・交通安全施設設置工事 

・広瀬橋耐震補強事業 

・木造住宅耐震診断・耐震改修の助成 

・地震対策講演会・講習会 

・（仮称）防災コミュニティセンター整備事業 

　（設計、土地取得） 

・貯留型仮設水洗トイレ設置事業 

・県水緊急支援連絡管接続工事（設計） 

岩倉駅東地区北街区再開発事業等の推進 
・岩倉駅東地区北街区再開発事業 

新規事業および主要事業等 

重点事業 

重点事業をはじめとした主な事業 

行政改革の推進 
・人件費の削減、報酬・報償費等の見直し 

・事務事業の見直しによる経常経費の削減 

・ごみ収集業務及び学校給食配送業務の一部委託化 

 

健康・福祉 
・乳幼児医療費助成の拡充（未就学児までの拡充分） 
・痴呆対応型共同生活介護施設整備補助金 
・脳ドック等の検査委託事業 
・児童手当の拡充（小学３年生まで拡大） 
・保育料の無料化（入園３人目以降） 
・高血圧予防教室 
・前立腺がん検診委託料 

都市基盤整備等 
・幹線道路等の整備 
・岩倉駅地下連絡道エレベーター設置事業（設計） 
・南部地区まちづくり推進計画調査 
・（仮称）竹林公園整備事業（設計、土地取得） 

平成17年11月15日 4



 

市 税  

地 方 譲 与 税  

利 子 割 交 付 金  

配 当 割 交 付 金  

株式等譲渡所特割交付金 

地方消費税交付金 

自動車取得税交付金 

地方特例交付金 

地 方 交 付 税  

交通安全対策特別交付金 

分担金及び負担金 

使用料及び手数料 

国 庫 支 出 金  

県 支 出 金  

財 産 収 入  

寄 付 金  

繰 入 金  

繰 越 金  

諸 収 入  

市 債  

市 民 税  

固 定 資 産 税  

軽 自 動 車 税  

た ば こ 税  

都 市 計 画 税  

予算額 収入済額 収入率（％） 

５４１，９７５ 

２３，０５０ 

４，６００ 

１，３００ 

７００ 

４３，０００ 

１５，５００ 

２２，２８３ 

１６９，３９３ 

９００ 

１５，１４２ 

８，８３５ 

８５，５７６ 

４２，５１０ 

４３３ 

６０ 

２９，４０６ 

４９，４５０ 

２７，３７３ 

１９６，２２０ 

１，２７７，７０６ 

５４６，３５１ 

２４，０３９ 

５，７１０ 

１，３６０ 

１，３４１ 

４３，１１１ 

１７，０２７ 

２２，２８３ 

１７２，９９３ 

９０６ 

１４，１４７ 

９，１６９ 

８２，６７９ 

４３，８９５ 

１，８１５ 

５９ 

２９，２０９ 

４９，５８９ 

２８，７９０ 

１９６，２２０ 

１，２９０，６９３ 

１００．８ 

１０４．３ 

１２４.１ 

１０４．６ 

１９１．６ 

１００．３ 

１０９．９ 

１００.０ 

１０２.１ 

１００.７ 

９３.４ 

１０３.８ 

９６.６ 

１０３.３ 

４１９.２ 

９８.３ 

９９.３ 

１００.３ 

１０５.２ 

１００．０ 

１０１.０ 

２３８，８６６ 

２３１，２６６ 

４，１３６ 

２６，８１４ 

４５，２６９ 

５４６，３５１ 

 

国民健康保険  

老 人 保 健  

土 地 取 得  

学 校 給 食 費  

公共下水道事業 

介 護 保 険  

予算額 収入済額 支出済額 

３７０,９８８ 

２６９,３２７ 

５,３７１ 

１６,９０４ 

１０６,９２４ 

１４６,２８９ 

９１５,８０３ 

３８６,１２８ 

２６８,２８５ 

５,３６９ 

１５,５９３ 

１０６,９７３ 

１４５,９７９ 

９２８,３２７ 

３５１,６７７ 

２６７,２０４ 

５,３６９ 

１５,５７５ 

１０３,９２７ 

１４３,３５０ 

８８７,１０２ 

 

議 会 費  

総 務 費  

民 生 費  

衛 生 費  

農 林 水 産 業 費  

商 工 費  

土 木 費  

消 防 費  

教 育 費  

公 債 費  

諸 支 出 金  

予 備 費  

予算額 支出済額 執行率（％） 

２２,８７７ 

１９３,１１９ 

３５６,１３８ 

１２７,７２１ 

１１,８４６ 

２９,６５１ 

１１５,１０２ 

５４,８５０ 

１０９,３１０ 

２５５,２４６ 

１,４４６ 

４００ 

１,２７７,７０６ 

２２,６２７ 

１８６,０５３ 

３４０,４１３ 

１２４,３６３ 

１１,５６０ 

２７,８８５ 

１１１,９４６ 

５３,８１４ 

１０４,５６０ 

２５４,６１２ 

１,４４６ 

　    

１,２３９,２７９ 

９８.９ 

９６.３ 

９５.６ 

９７.４ 

９７.６ 

９４.０ 

９７.３ 

９８.１ 

９５.７ 

９９.８ 

１００.０ 

 

９７.０ 

歳入 

市税収入状況 平成１６年度特別会計決算の状況 

歳出 予算額　　１２７億７,７０６万円 
収入済額　１２９億６９３万円　　 収入率１０１.０％ 

予算額　　１２７億７,７０６万円 
支出済額　１２３億９,２７９万円　　執行率９７.０％ 

款　名 

（単位：万円） 

（単位：万円） （単位：万円） 

（単位：万円） 

款　名 

合　計 

－ － 

合　計 

合　計 

合　計 

会　計　名 
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岩倉市のバランスシート 

　岩倉市の資産の総額は３９７億４千６０９万

２千円です。このうち、土地・建物などの有形

固定資産は３４７億８千９８６万９千円で前年

度に比べ８億５千９８３万２千円減少していま

す。 

　これは、主に道路、街路整備事業および各公

共施設等に係る減価償却により減少しています。 

　市が出資したり貸し付けたりしている資金や

特定目的のために積み立てられた投資等は、

３１億４千４５８万３千円で前年度に比べ、１

億６千６８３万３千円の減となりました。これ

は、主に職員数の減に伴い、退職手当組合積立

金が減少したことによるものです。 

　また、市の持っている現金や預金等の流動資

産は、１８億１千１６４万円で前年度に比べ、

２億５０７万４千円増加しました。市民１人当

たりの資産は、前年度の８７万９千円から８６

万３千円と１万６千円減少しました。 

　岩倉市では、毎年バランスシートを作

成し、市民の皆さんにお知らせしていま

す。平成１６年度のバランスシートがで

きましたのでお知らせします。 

資産の総額 

平成１７年３月３１日現在 

住民基本台帳人口 

１人当たりの資産の額　 

 

資産の状況 

　一般企業の資本金にあたる正味資産は２２０

億９千８０３万２千円となっています。 

　次の世代が引き継ぐ正味価値であり正味資産

が大きいほど、現在・将来の世代が受け継ぐ価

値は大きいといえます。 

　市民１人当たりの正味資産は前年度の４９万

１千円から４８ 万円と１万１千円減少しました。 

正味資産の状況 

　岩倉市の負債の総額は、１７６億４千８０６

万円で前年度に比べ２億５千８３８万円減少し

ました。これは、主に地方債の残高が減少した

ことによるものです。 

　このうち市の借金にあたる市債の残高は、

１３６億７千６０５万２千円で負債全体の

７７．５㌫を占めています。市民１人当たりの

市債の残高は２９万７千円で前年度の３０万２

千円から５千円減少しました。 

　なお、市債の残高のうち４９・９㌫について

は交付税措置が予定されています。 

　総務省から示された方式に基づき作成していま

す。基準日は、平成１７年３月３１日。会計の範

囲は普通会計（一般会計、土地取得特別会計、学

校給食費特別会計）。有形固定資産の数値は、昭

和４４年度以降の決算統計データによるものです。 

負債の状況 

３９７億４千６０９万２千円 

 

４６，０３３人 

８６万３千円 

★バランスシートの作成基準 

　決算時点で企業などが歳入として受け入れた資

金や借り入れなど、資金を調達した源を「貸方」

に記入し、お金を何に使ったかを「借方」に記入

して作成する財政状況を表す資料です。 

　「貸方」では、返済の必要があるものを「負債」

として記入し、返済の必要のないものを「正味資

産」として記入します。「借方」の部分は、企業

などの財産を表し、「資産」として記入します。 

★バランスシート（貸借対照表） 
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平成１６年度貸借対照表（バランスシート） 

　

成

す

き

【資産の部】  【負債の部】  

１．有形固定資産  １．固定負債 

（１）総務費 ３,７８８,３９５ （１）地方債 １２,５００,２４６ 

（２）民生費 ２,２８７,１７０ 

（３）衛生費 ３８７,１８５ （２）債務負担行為 

（４）労働費 ０ 　①物件の購入 ０ 

（５）農林水産業費 １,２３７,４９８ 　②債務保証または損失補償 ０ 

（６）商工費 ７６４,２９２ 　　債務負担行為計 ０ 

（７）土木費 １１,９８８,２５６ 

（８）消防費 １,４８６,６８９ （３）退職給与引当金 ３,９７２,００８ 

（９）教育費  １２,７４９,５０９ 

（１０）その他  １００,８７５ （４）その他 ０ 

　　　　　（うち土地） １３,９３７,９３７ 

有形固定資産合計 ３４,７８９,８６９ 固定負債合計 １６,４７２,２５４ 

 

２．投資等 

（１）投資および出資金 ５４１,５８６ ２.流動負債 

（２）貸付金 ０ （１）地方債翌年度償還予定額 

（３）基金   １,１７５,８０６ 

　①特定目的基金 ９６４,１６０ （２）翌年度繰上充用金  ０ 

　②土地開発基金 ８７３,９６５ 

　③定額運用基金 ０ （３）その他 ０ 

　　基金計 １,８３８,１２５ 

（４）退職手当組合積立金 ７６４,８７２ 流動負債合計 １,１７５,８０６ 

投資等合計 ３,１４４,５８３  

  負債合計 １７,６４８,０６０ 

３．流動資産   

（１）現金・預金 

　①財政調整基金 ３９９,３８６ 【正味資産の部】 
　②減債基金 ５０１,７００ １．国庫支出金 ２,７４７,４２３ 

　③歳計現金 ５１４,３２４ ２．都道府県支出金 １,３３１,３８３ 

　　現金・預金計 １,４１５,４１０ ３．一般財源等 １８,０１９,２２６ 

（２）未収金  正味資産合計 ２２,０９８,０３２ 

　①地方税 ３９２,０４７ 

　②その他 ４,１８３ 

　　未収金計 ３９６,２３０ 

流動資産合計 １,８１１,６４０ 

資産合計 ３９,７４６,０９２ 負債・正味資産合計 ３９,７４６,０９２ 

借　　方 
平成１７年３月３１日現在　単位：千円 

貸　　方 
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市 税  
地 方 譲 与 税  
利 子 割 交 付 金  
配 当 割 交 付 金  
株式等譲渡所得割交付金 
地方消費税交付金 
自動車取得税交付金 
地方特例交付金 
地 方 交 付 税  
交通安全対策特別交付金 
分担金及び負担金 
使用料及び手数料 
国 庫 支 出 金  
県 支 出 金  
財 産 収 入  
寄 付 金  
繰 入 金  
繰 越 金  
諸 収 入  
市 債  

予算額 収入済額 収入率（％） 
議 会 費  
総 務 費  
民 生 費  
衛 生 費  
農 林 水 産 業 費  
商 工 費  
土 木 費  
消 防 費  
教 育 費  
公 債 費  
諸 支 出 金  
予 備 費  

歳入 歳出 

市 民 税  
固 定 資 産 税  
軽 自 動 車 税  
た ば こ 税  
特 別 土 地 保 有 税  
都 市 計 画 税  

国 民 健 康 保 険  
老 人 保 健  
土 地 取 得  
学 校 給 食 費  
公 共 下 水 道 事 業  
介 護 保 険  

予算額 収入済額 支出済額 

６８.８ 
４０.４ 
６３.６ 
６９.４ 
０.３ 
５５.３ 
３３.４ 
１００.５ 
６４.３ 
６７.７ 
４０.８ 
６２.９ 
３９.９ 
２３.５ 
９９.７ 
０.０ 
４２.３ 
１６０.１ 
１７.８ 
０.０ 
５８.１ 

４９.６ 
４４.９ 
４２.３ 
３８.７ 
３２.１ 
７７.５ 
４５.０ 
３５.２ 
３８.１ 
４９.２ 
７７.２ 

 

市税収入状況 

平成１７年度特別会計予算執行状況 

５５６,３８８ 
３１,６００ 
３,０００ 
１,２００ 
６００ 

３９,８００ 
１５,６００ 
２２,０００ 
１６１,０００ 
９００ 

１５,１２８ 
９,１２７ 
９８,９３１ 
４４,３８９ 
３００ 
５０ 

４１,４２８ 
３２,１２３ 
２８,３１１ 
８１,４６０ 

１,１８３,３３５ 

３８２,５５１ 
１２,７６４ 
１,９０９ 
８３３ 
２ 

２２,０１４ 
５,２０９ 
２２,０９８ 
１０３,５０５ 

６０９ 
６,１７５ 
５,７３７ 
３９,４７２ 
１０,４１９ 
２９９ 
０ 

１７,５０２ 
５１,４１４ 
５,０４０ 

０ 
６８７,５５２ 

２２,８８９ 
１５３,０００ 
３６３,６３１ 
１３１,５２８ 
１２,６８８ 
３０,０４７ 
１４２,８００ 
６５,７２３ 
１１０,６０４ 
１４９,０３８ 
９８７ 
４００ 

１１,３４１ 
６８,６１４ 
１５３,９５７ 
５０,９０２ 
４,０６８ 
２３,２９０ 
６４,１８６ 
２３,１３１ 
４２,０８９ 
７３,２７９ 
７６２ 
 

１３１,９５３ 
１９１,７００ 
４,１９７ 
１３,６１４ 

０ 
４１,０８７ 
３８２,５５１ 

３７９,１５２ 
２６７,４３７ 
２,５７８ 
１７,０６９ 
１１９,１８２ 
１５６,２３０ 
９４１,６４８ 

１７８,４１２ 
１１５,３３３ 

０ 
５,５７９ 
４７,４３５ 
７２,０２０ 
４１８,７７９ 

１６９,２２５ 
１０８,７４５ 

０ 
５,５４９ 
３６,３３３ 
６３,８４０ 
３８３,６９２ 

款　名 予算額 収入済額 収入率（％） 款　名 

合　計 

合　計 

予算額　　１１８億３,３３５万円 
収入済額　  ６８億７,５５２万円　収入率５８.１％  
 

予算額　 １１８億３,３３５万円  
支出済額　 ５１億５,６１９万円　執行率４３.６％ （単位：万円） 

（単位：万円） 

（単位：万円） 

（単位：万円） 

合　計 

会計名 

合　計 

－ － 
１,１８３,３３５ ５１５,６１９ ４３.６ 

） 

 

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市債の借入残高（平成１７年９月３０日現在） 
市有財産の状況（平成１７年９月３０日現在） 

財 務 省  

総 務 省  

公 営 企 業 金 融 公 庫  

市 内 金 融 機 関  

そ の 他  

６１３，４６８ 

５９１，３４５ 

３９９，２７４ 

４６２，８１３ 

５５，１３７ 

建 物  

土 地  

基 金  

財 政 調 整 基 金  
小 学 校 用 地 購 入 基 金  
ふ る さと づ くり 基 金  
減 債 基 金  
地 域 福 祉 基 金  
住 宅 基 金  
介 護 給 付 費 準 備 基 金  
土 地 開 発 基 金  

９９，５４６．４９ 

３０５，９３９．２３ 

１８億８，９１７ 

３９，９３８ 
９，６１３ 
５７，１３８ 
３２，６７１ 
２７，８４５ 
１，８２５ 
９５１ 

１８，９３６ 

万円 

万円 

借入先別 

一 般 会 計  

公 共 下 水 道 事 業  

１，３０９，０６４ 

８１２，９７３ 

借入残高　２，１２２，０３７万円 

会計別 

（基金の内訳） 

（単位：万円） 

（単位：万円） 

） 

●問合先　財政課財政係（☎３８―５８０５）まで。 

平成１７年度一般会計予算執行状況 
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市
地
利
配
株
地
自
地
地
交
分
使
国
県
財
寄
繰
繰
諸
市

歳

●資本的収入・支出 
 

予算額 科　　目 
第１款　資本的収入 
第１項 
第２項 
第３項 
第４項 

収入済額 収入率（％） 
１２，９７３ 
３，４６６ 
８，０６１ 
４９３ 
９５２ 

３，７４６ 
１，４０８ 
１，８４４ 
４９３ 
０ 

２８.９ 
４０.６ 
２２.９ 
１００．０ 
０.０ 

●収益的収入・支出 
 

●貸借対照表 ●損益計算書 
平成１７年３月３１日現在（単位：万円） 

※万円未満は切り捨て ※万円未満は切り捨て 

※万円未満は切り捨て 

（単位：万円） 

給水負担金  
工事負担金  
出 資 金  
県 補 助 金  

予算額 科　　目 
第１款　資本的支出 
第１項 
第２項 
第３項 

支出済額 執行率（％） 
２６，１９７ 
１９，２３６ 
１１４ 
６，８４７ 

５，８４８ 
２，４４８ 
１８ 

３，３８１ 

２２.３ 
１２.７ 
１５.８ 
４９．４ 

建設事業費  
営業設備費  
企業債償還金 

支出 
予算額 科　　目 

第１款　水道事業収益 
第１項 
第２項 

収入済額 収入率（％） 
６７，８１１ 
６５，６１２ 
２，１９８ 

２８，０２３ 
２７，０６４ 
９５９ 

４１.３ 
４１.２ 
４３.６ 

（単位：万円） 

（単位：万円） 

（単位：万円） 

営 業 収 益  
営業外収益  

予算額 科　　目 
第１款　水道事業費用 
第１項 
第２項 
第３項 
第４項 

支出済額 執行率（％） 
６６，２０７ 
６３，１２１ 
２，４１６ 
４７０ 
２００ 

２８，７８７ 
２８，２４６ 
５４０ 
０ 
０ 

４３.５ 
４４.７ 
２２.４ 
０．０ 
０．０ 

営 業 費 用  
営業外費用  
特 別 損 失  
予 備 費  

金　額 金　額 科　　目 

６２，６２８ 

５９，７１４ 

２，９１４ 

１，９７６ 

１，４５２ 

３，４３８ 

４３４ 

３，００４ 

８，３８１ 

１１，３８６ 

科　　目 

固　定　資　産 

流　動　資　産 

有  形  固  定  資  産 

資  本  剰  余  金 

無  形  固  定  資  産 

（資産の部） 

土 地  
建 物  
構 築 物  
機械及び装置  
車 両 運 搬 具  
工具器具及び備品 
 
電 話 加 入 権  
 
現 金 預 金  
未 収 金  
貯 蔵 品  

金　額 科　　目 

流　動　負　債 
（負債の部） 

資　本　金 

剰　余　金 

（資本の部） 

未 払 金  
未 払 費 用  
その他流動負債 
 

自 己 資 本 金  
企 業 債  

受贈財産評価額 
工 事 負 担 金  
県 補 助 金  

利  益  剰  余  金 
減 債 積 立 金  
建設改良積立金 
当年度未処分利益剰余金 

資 産 合 計  負 債・資 本 合 計  

３４２,３３５ 
３４２,２７６ 
６,０２６ 
３,９３４ 

２９５,３６８ 
３６,６０４ 
１８２ 
１６０ 
５９ 
５９ 

４８,４８１ 
３４,９１２ 
１３,５５７ 

１０ 
 
 
 
 
 

３９０,８１６ 

６,６１４ 
４,６１７ 
２９ 

１,９６７ 
６,６１４ 

 
８２,２５６ 
５２,８２６ 
２９,４２９ 
３０１,９４５ 
２８６,５６８ 
４９,４２８ 
２３６,４２９ 
７１１ 

１５,３７６ 
１,５９０ 
２,４００ 
１１,３８６ 
３８４,２０１ 
３９０,８１６ 

負 債 合 計  

資 本 合 計  

営 　 業 　 収 　 益  

営 　 業 　 費 　 用  

営 　 業 　 利 　 益  

営 　 業 　 外 　 収 　 益  

営 　 業 　 外 　 費 　 用  

経 　 常 　 利 　 益  

特 　 別 　 損 　 失  

当 年 度 純 利 益  

前年度繰越利益剰余金  

当年度未処分利益剰余金 

上水道事業の決算状況 

収入 

支出 収入 

●問合先　水道課業務係（☎３８―５８１６）まで。 

市

財

総

公

市

そ

一

公

平成１６年４月１日～平成１７年３月３１日（単位：万円） 

●問

平成１６年度決算状況 

平成１７年度上期予算執行状況（平成１７年４月1日～９月３０日） 
 

平成17年11月15日 9



　 

     

　
各
種
ス
ポ
ー
ツ
の
最
高
レ
ベ
ル
の
選
手

に
よ
る
卓
越
し
た
技
術
に
触
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ス
ポ
ー
ツ
に
対

す
る
認
識
を
高
め
て
い
た
だ
こ
う
と
ス
ポ

ー
ツ
観
戦
事
業
を
開
催
し
ま
す
。 

　
今
回
は
、
フ
ッ
ト
サ
ル
の
関
東
ス
ー
パ

ー
リ
ー
グ
所
属
の
金
山
友
紀
・
前
田
喜
史

選
手
な
ど
招
待
選
手
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ッ

チ
を
行
い
ま
す
。 

　
愛
知
県
代
表
選
抜
と
静
岡
県
代
表
選
抜

と
の
勝
者
や
岩
倉
市
代
表
チ
ー
ム
と
の
対

戦
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

●
と
き
　
１２
月
４
日
　
午
前
９
時
〜
午
後

３
時 

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
ア

リ
ー
ナ 

●
入
場
料
　
無
料 

●
主
催
　
岩
倉
市
・
岩
倉
市
教
育
委
員
会 

●
主
管
　
岩
倉
市
体
育
協
会 

●
問
合
先
　
ス
ポ
ー
ツ
課
（
総
合
体
育
文

化
セ
ン
タ
ー
内
☎
６
６
―
２
２
２
２
）
ま

で
。 

      

●
と
き
　
平
成
１８
年
３
月
５
日
　
（
雨
天

決
行
） 

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

（
開
会
・
閉
会
式
会
場
） 

●
コ
ー
ス
　
マ
ラ
ソ
ン
１０
㌔
コ
ー
ス
、
４

㌔
コ
ー
ス
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
２ 

㌔
コ
ー
ス 

●
種
目 

マ
ラ
ソ
ン
１０
㌔
コ
ー
ス 

１
部
…
男
子
４０
歳
未
満
（
高
校
生
以
上
） 

２
部
…
男
子
４０
歳
以
上 

３
部
…
女
子
４０
歳
未
満
（
高
校
生
以
上
） 

４
部
…
女
子
４０
歳
以
上 

マ
ラ
ソ
ン
４
㌔
コ
ー
ス 

５
部
…
男
子
中
学
生 

６
部
…
男
子
４０
歳
未
満
（
高
校
生
以
上
） 

７
部
…
男
子
４０
歳
以
上 

８
部
…
女
子
中
学
生 

９
部
…
女
子
４０
歳
未
満
（
高
校
生
以
上
） 

１０
部
…
女
子
４０
歳
以
上 

ジ
ョ
ギ
ン
グ
２
㌔
コ
ー
ス 

１１
部
…
一
般
・
高
校
生 

１２
部
…
小
・
中
学
生 

●
参
加
料
　
１２
月
１
日
号
の
広
報
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。 

●
申
込
方
法
　
１２
月
１
日
　
か
ら
平
成
１８

年
１
月
１１
日
　
ま
で
に
所
定
の
申
込
書
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
（
申
込
書
は
市
内

の
各
施
設
で
配
布
予
定
で
す
）
。 

●
主
催
　
岩
倉
市
・
岩
倉
市
教
育
委
員
会 

●
主
管
　
い
わ
く
ら
五
条
川
マ
ラ
ソ
ン
実

行
委
員
会 

●
問
合
先
　
ス
ポ
ー
ツ
課
（
総
合
体
育
文

化
セ
ン
タ
ー
内
☎
６
６
―
２
２
２
２
）
ま

で
。
　 

　 

     

　
１１
月
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
に
よ
る
ソ

ロ
演
奏
を
お
贈
り
し
ま
す
。
情
緒
あ
ふ
れ

る
ギ
タ
ー
の
音
色
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

入
場
は
無
料
で
す
。 

●
と
き
　
１１
月
２７
日
　
午
前
１０
時
３０
分
〜

１１
時
３０
分 

●
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
ミ
ニ
ス
テ
ー
ジ 

●
出
演
者
　
山
田
陽
介 

●
主
な
曲
　
禁
じ
ら
れ
た
遊
び
／
ロ
マ
ン

ス
、
漁
夫
の
歌
／
フ
ァ
リ
ャ
、
粉
屋
の
踊

り
／
フ
ァ
リ
ャ
　
ほ
か 

●
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

（
☎
３
８
―
５
８
１
９
）
ま
で
。 

（日） 

（日） 

（日） 

（木） 

（水） 

フ
ッ
ト
サ
ル
の
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
が 

や
っ
て
く
る 

平
成
１７
年
度 

岩
倉
市
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
事
業 

第
１０
回 

い
わ
く
ら
五
条
川
マ
ラ
ソ
ン 

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト 

「
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
の
調
べ
」 

や
ま
　
だ
　
よ
う
　

す
け 

▲金山友紀選手 ▲前田喜史選手 
かな　やま　ゆう　き まえ　だ　よし　ふみ 
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市
政
の
窓
●
 

　 

     

　
介
護
保
険
法
が
６
月
２２
日
に
成
立
し
ま

し
た
。
今
回
の
改
正
で
は
、「
自
立
支
援
」

の
観
点
か
ら
、
新
た
に
創
設
さ
れ
る
「
新

予
防
給
付
事
業
」
や
「
地
域
支
援
事
業
」

で
、
一
貫
性
・
連
続
性
の
あ
る
「
総
合
的

介
護
予
防
シ
ス
テ
ム
」
の
確
立
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
認
知
症
高
齢
者
や
ひ

と
り
暮
ら
し
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
の
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
う
「
地
域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス
」
を
創
設
す
る
な
ど
、
平

成
１２
年
度
の
制
度
施
行
後
、
初
め
て
の
大

幅
改
正
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
介
護
保
険
制
度

の
見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
を
お
知
ら
せ
す
る

と
と
も
に
、
第
３
期
計
画
の
策
定
に
向
け

た
老
人
保
健
福
祉
計
画
等
推
進
委
員
会
の

検
討
内
容
を
中
間
報
告
し
、
皆
さ
ん
か
ら

の
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
、
計
画
に
反
映

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
ま
す
。 

●
と
き
　
１２
月
１７
日
　
午
前
１０
時
〜
午
後

０
時
３０
分 

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル 

●
内
容 

★
第
１
部
…
基
調
講
演 

・
テ
ー
マ
…
「
改
正
介
護
保
険
法
の
ポ
イ

ン
ト
と
介
護
予
防
を
ど
う
す
す
め
る
の
か

！
」 

・
講
師
…
野
口
定
久
さ
ん
（
日
本
福
祉
大

学
社
会
福
祉
学
部
教
授
、
岩
倉
市
老
人
保

健
福
祉
計
画
等
推
進
委
員
会
委
員
長
） 

★
第
２
部
…
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

・
テ
ー
マ
…
「
さ
さ
え
合
う
長
寿
社
会
・

岩
倉
を
め
ざ
し
て
」 

●
入
場
料
　
無
料
（
事
前
の
申
し
込
み
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
直
接
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
） 

●
主
催
　
岩
倉
市
・
岩
倉
市
老
人
保
健

福
祉
計
画
等
推
進
委
員
会 

●
問
合
先
　
生
き
が
い
課
介
護
保
険
係

（
☎
３
８
―
５
８
１
１
）
ま
で
。 

　 

     

　
今
年
、
北
島
町
の
自
然
生
態
園
は
開
設

１０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
を
記
念
し
、

次
の
と
お
り
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。 

　
子
ど
も
た
ち
か
ら
ト
ト
ロ
の
森
と
も
呼

ば
れ
、
今
も
親
し
ま
れ
て
い
る
鎮
守
の
森

の
よ
み
が
え
り
と
自
然
生
態
園
ビ
オ
ト
ー

プ
の
整
備
と
歩
み
を
振
り
返
り
、
身
近
な

自
然
の
大
切
さ
に
関
心
を
深
め
る
と
と
も

に
、
将
来
に
向
け
て
私
た
ち
に
で
き
る
こ

と
を
展
望
す
る
機
会
と
し
ま
す
。 

　
講
師
に
は
、
自
然
生
態
園
が
計
画
さ
れ

た
当
時
、
助
言
や
指
導
を
い
た
だ
い
て
い

る
杉
山
恵
一
さ
ん
で
す
。
杉
山
さ
ん
は
生

物
学
者
の
視
点
か
ら
、
全
国
各
地
の
ビ
オ

ト
ー
プ
づ
く
り
や
自
然
復
元
に
関
わ
っ
て

こ
ら
れ
、
当
日
は
「
ビ
オ
ト
ー
プ
づ
く
り

の
歩
み
と
今
後
の
展
望
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

●
と
き
　
１１
月
２７
日
　
午
後
１
時
３０
分
〜 

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル 

●
講
師
　
杉
山
恵
一
さ
ん
（
静
岡
大
学
名

誉
教
授
・
富
士
常
葉
大
学
教
授
） 

●
問
合
先
　
環
境
保
全
課
環
境
啓
発
係

（
☎
３
８
―
５
８
０
８
）
ま
で
。 

　 

     

　
岩
倉
市
名
古
屋
コ
ー
チ
ン
振
興
組
合
は
、

今
年
の
酉
年
に
ち
な
ん
で
、
多
く
の
市
民

の
皆
さ
ん
に
名
古
屋
コ
ー
チ
ン
を
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
コ
ー
チ
ン
汁
を
販
売
し

ま
す
。 

●
販
売
日
　
１２
月
１
日
　
午
後
３
時
〜 

●
販
売
場
所
　
岩
倉
駅
東
（
地
図
参
照
） 

●
販
売
価
格
　
１
杯
１
０
０
円 

●
そ
の
他
　
売
り
切
れ
し
だ
い
、
終
了
し

ま
す
。 

●
問
合
先
　
商
工
農
政
課
農
政
係
（
☎
３

８
―
５
８
１
２
）
ま
で
。 

（日） 

（木） 

（土） 

自
然
生
態
園
開
設
１０
周
年 

記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま
す 

岩
倉
市
改
正
介
護
保
険 

フ
ォ
ー
ラ
ム 

改
正
介
護
保
険
法
の
ポ
イ
ン
ト
と
介 

護
予
防
を
ど
う
す
す
め
る
の
か
！ 

名
古
屋
コ
ー
チ
ン
汁
を 

販
売
し
ま
す 

の
　
ぐ
ち
　
さ
だ
　

ひ
さ 

す
ぎ
　

や
ま
　

け
い
　

い
ち 

駅ビル 

喫茶店 

楽器店 

喫茶店 

自
転
車 

預
り
所 

販売場所 

ち
ん
　

じ
ゅ 

バ
ス
乗
場 岩

倉
駅 

N
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●
市
政
の
窓
●
 

児童福祉費 
１,４７６,４２０,６６５円 
      ４３.４%

　
　 

     

　
岩
倉
市
で
は
効
率
的
な
運
営
を
図
る
た

め
に
行
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

決
算
の
公
表
の
時
期
に
合
わ
せ
１６
年
度
の

保
育
園
の
運
営
費
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。 

　
岩
倉
市
の
保
育
園
の
園
児
数
は
平
成
１６

年
度
末
現
在
６
３
３
人
で
し
た
。 

　
岩
倉
市
で
は
、
少
子
化
対
策
と
し
て
、

乳
児
保
育
、
延
長
保
育
な
ど
を
実
施
し
、

保
育
の
充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。 

　
表
１
が
示
す
と
お
り
、
岩
倉
市
で
は
０

歳
児
・
１
歳
児
・
２
歳
児
の
３
歳
未
満
児

の
保
育
園
受
け
入
れ
が
園
児
数
の
２
５
・

９
㌫
と
、
他
市
に
比
べ
多
く
受
け
入
れ
て

い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
保
育
士
１
人

が
保
育
す
る
園
児
数
（
表
２
）
は
岩
倉
市

で
は
８
・
６
人
で
県
下
平
均
の
１
２
・
７

人
と
比
べ
て
１
・
５
倍
と
、
手
厚
い
保
育

を
実
施
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
が
、
保
育

に
使
わ
れ
て
い
る
費
用
も
他
市
に
比
較
す

る
と
１
・
３
〜
１
・
７
倍
と
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。 

　
ま
た
最
近
、
保
育
園
の
運
営
方
法
の
一

つ
と
し
て
民
営
化
が
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

県
内
の
同
規
模
の
公
設
民
営
の
園
と
比
較

の
結
果
、
表
３
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
今
後
も
効
率
的
な
運
営
に
努
め
て
い
き

ま
す
が
、
ご
意
見
等
あ
り
ま
し
た
ら
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
先
　
児
童
課
児
童
係
（
☎
３
８
―

５
８
１
０
）
ま
で
。 

保
育
園
の
運
営
費
を
お
知 

ら
せ
し
ま
す 

岩倉市の保育園に使われている費用 
平成１６年度決算額　　８４５,１４５,００８円 
　　  （うち人件費　　７４９,９７６,３４０円　８８.７%) 
 

保育園費 
８４５,１４５,００８円 
５７.２％ 

その他 
６３１,２７５,６５７円 
４２.８％ 

児童福祉費 
１,４７６,４２０,６６５円 
      ４３.４%

民生費 
３,４０４,１２８,７６３円 

保育園費 
８４５,１４５,００８円 
５７.２％ 

その他 
６３１,２７５,６５７円 
４２.８％ 

保育に使われる月額1人当たりの費用（単位：円） 

岩倉市 犬山市 江南市 小牧市 一宮市 春日井市 
０ 

４０，０００ 

２０，０００ 

８０，０００ 

６０，０００ 

１００，０００ 

１２０，０００ 

１０８，７９５ 

８２，９５２ 
７５，７７６ 

６５，３５２ ６３，５４５ 
６９，９９５ 

岩倉市 

０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 入園児童数 

６１０人 

１,２３３人 

１,９２６人 

２,４０７人 

６,４３０人 

３,９８６人 

１,７８２人 

犬山市 

江南市 

小牧市 

一宮市 

春日井市 
県下平均 
（名古屋市を除く） 

０% １０% ２０% ３０% ４０% ５０% ６０% ７０% ８０% ９０%１００%

表1　児童の年齢別受け入れ状況（平成１７年４月１日現在） 

表2　正規保育士1人に対する園児数（単位：人） 

表3　公設民営保育園比較 

岩倉市 犬山市 

刈谷市 
岩倉市 

公設民営保育園 
施　設　名 

東部保育園 
１５０人（１０５人） 
定員（実人員） 経　費 １人当たりの経費 

１５０人（１１８人） 
１１３，０１８千円 
１４５，８９２千円 

１，０７６，３６２円／年（８９，４４７円／月） 
１，２３６，３７３円／年（１０３，０３１円／月） 

江南市 小牧市 一宮市 春日井市 県下平均 
（名古屋市を除く） 

０ 
２ 

１０ 
８ 
６ 
４ 

１２ 
１４ 
１６ 

８.６ 

１３.１ 
１１.６ 

１４.２ １４.０ 
１２.３ １２.７ 

児童１人当たりの経費 

※経費の額は、刈谷市は平成１７年度開設に伴う契約金額、岩倉市は平成１６年度決算額 
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が
保
育
す
る
園
児
数
（
表
２
）
は
岩
倉
市

の
結
果
、
表
３
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　 

     
　
岩
倉
市
と
福

井
県
大
野
郡
和

泉
村
は
、
平
成

８
年
９
月
３０
日

に
友
好
都
市
提

携
を
結
び
、
こ

れ
ま
で
双
方
の

祭
り
や
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
通
し
て
草
の
根
の
交
流

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
和
泉
村
が
１１
月
７
日
を
も
っ

て
大
野
市
と
合
併
し
ま
し
た
の
で
、
そ
れ

に
伴
い
、
友
好
都
市
提
携
を
解
約
し
ま
し

た
が
、
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
協
定

に
つ
い
て
は
引
き
続
き
継
続
し
て
い
き
ま

す
。 

　
な
お
、
和
泉
村
の
施
設
を
利
用
す
る
場

合
に
利
用
料
等
の
一
部
を
割
引
す
る
「
岩

倉
市
民
割
引
券
」
、
施
設
に
宿
泊
す
る
場

合
に
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
「
市
民
山

の
家
助
成
事
業
」
に
つ
い
て
は
、
平
成
１８

年
３
月
ま
で
は
、
引
き
続
き
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。
４
月
以
降
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

ま
た
広
報
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

●
問
合
先
　
企
画
課
企
画
係
（
☎
３
８
―

５
８
０
２
）
ま
で
。 

      

　
１０
月
か
ら
ご
み
と
資
源
の
出
し
方
が
変

わ
り
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
市
民
の
皆
さ

ん
は
、
正
し
く
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
が
、
一
部
に
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
て
い
な

い
例
が
あ
り
ま
す
。
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
な

い
と
一
番
迷
惑
す
る
の
は
集
積
場
所
付
近

の
皆
さ
ん
で
す
。 

●
必
ず
指
定
袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い 

　
集
積
場
所
に
出
し
て
い
た
だ
く
、
燃
や

し
て
も
い
い
ご
み
（
可
燃
ご
み
）
、
燃
や

し
て
は
い
け
な
い
ご
み
（
不
燃
ご
み
）
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
資
源
の
３
種

類
の
ご
み
と
資
源
は
、
い
ず
れ
も
市
指
定

収
集
袋
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

●
分
別
を
し
っ
か
り
し
て
く
だ
さ
い 

　
水
曜
日
の
燃
や
し
て
は
い
け
な
い
ご
み

の
市
指
定
収
集
袋
の
中
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
容
器
包
装
資
源
を
入
れ
な
い
で
く
だ
さ

い
。
こ
れ
ら
は
資
源
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ご
み
と
し
て
埋
立

処
理
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
燃
や
し
て
も
い
い
ご
み
の
中
に

資
源
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
が
可
能
な
古
紙

類
等
を
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

●
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
分
別
収
集
へ
　 

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
資
源
と
し
て
分
別

収
集
で
回
収
し
て
い
ま
す
。
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装
資
源
収
集
袋
に
入
れ
な
い

で
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
キ
ャ
ッ
プ
は
は
ず
し
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
容
器
包
装
資
源
収
集
袋
へ
入
れ
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。 

●
当
日
の
朝
８
時
３０
分
ま
で
に
集
積
場
所

へ
出
し
て
く
だ
さ
い 

　
収
集
日
の
前
日
か
ら
集
積
場
所
に
出
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
当
日
の
朝
８
時
３０

分
ま
で
に
集
積
場
所
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け

が
地
球
環
境
に
や
さ
し
く
清
潔
で
美
し
い

ま
ち
を
生
み
出
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

　
な
お
、
市
で
は
、
ル
ー
ル
を
守
ら
ず
に

出
さ
れ
た
ご
み
や
資
源
は
、
収
集
の
際
、

「
ル
ー
ル
違
反
シ
ー
ル
」
を
貼
り
収
集
し

ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
先
　
環
境
保
全
課
生
活
環
境
係

（
☎
３
８
―
５
８
０
８
）
ま
た
は
、
清
掃

事
務
所
（
☎
６
６
―
５
９
１
２
）
ま
で
。 

 

和
泉
村
と
の
友
好
都
市
提 

携
を
解
約
し
ま
し
た 

ご
み
と
資
源
は
正
し
く
出 

し
ま
し
ょ
う 

【Ｑ】要介護認定を受けていますが、現在は病気治療のため入
院をしています。土・日曜日に外泊が認められましたが、２日
間だけ自宅で介護保険のサービスが使えますか？ 
【Ａ】病気治療などで医療保険を使い入院中の人は、介護保険
のサービスを利用することはできません。外泊のため本人が自
宅に戻っていても、その人のベッド、部屋が病院に確保されて
いますので、医療保険での入院中という取り扱いになります。 
　退院すれば、医療保険の適用が終了しますので、その日から
介護保険のサービスを利用できます。 
●問合先　生きがい課介護保険係（☎３８―５８１１）まで。 

よくある介護保険についてのＱ＆Ａ 

岩
平成
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岩
倉
市
の
水
道
は
、
地
下
水
（
給
水
量

の
約
４０
㌫
）
と
愛
知
県
営
水
道
の
受
水

（
給
水
量
の
約
６０
㌫
）
か
ら
成
り
立
っ
て

い
ま
す
。
地
下
水
は
、
地
下
約
１
０
０
㍍

の
井
戸
か
ら
汲
み
上
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

愛
知
県
営
水
道
の
水
は
、
木
曽
川
か
ら
取

水
し
浄
水
処
理
し
て
皆
さ
ん
に
お
届
け
し

て
い
ま
す
。 

　
岩
倉
市
水
道
事
業
は
、
水
道
法
で
定
め

る
厳
し
い
水
質
基
準
に
適
合
し
た
安
全
で

お
い
し
い
水
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
使
用
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
定
期
的
に
水
質
検
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
検
査
結
果
で
は
、

水
質
は
良
好
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
岩
倉
市
で
は
こ
れ
か
ら
も
、
さ
ら
に
よ

り
安
全
な
水
道
水
の
供
給
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。 

　
平
成
１６
年
度
の
水
質
検
査
結
果
は
、
表

の
と
お
り
で
す
。 

貯
水
槽
を
設
置
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ 

　
ビ
ル
、
ア
パ
ー
ト
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど

で
は
、
貯
水
槽
、
ポ
ン
プ
な
ど
の
給
水
設

備
を
設
け
て
い
た
だ
き
、
貯

水
槽
に
水
道
水
を
供
給
す
る

形
で
利
用
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。 

　
貯
水
槽
に
入
る
水
に
つ
い

て
は
、
水
道
事
業
者
に
責
任

が
あ
り
ま
す
が
、
貯
水
槽
に

入
っ
た
後
の
水
に
つ
い
て
は
、

設
置
者
の
責
任
と
な
り
ま
す
。 

　
管
理
者
の
皆
さ
ん
に
は
、

貯
水
槽
の
施
設
お
よ
び
水
道

水
の
安
全
管
理
を
よ
り
一
層

図
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。 

①
簡
易
専
用
水
道
（
貯
水
槽

の
有
効
容
量
が
１０
立
方
㍍
超

え
る
施
設
）
の
場
合 

　
水
道
法
施
行
規
則
の
基
準

に
よ
る
管
理
を
行
い
、
１
年

以
内
に
１
回
、
厚
生
労
働
大

臣
の
指
定
を
受
け
た
検
査
機

関
（
社
団
法
人
愛
知
県
薬
剤

師
会
☎
０
５
２
―
６
８
３
―

１
１
３
１
）
に
よ
る
管
理
状

安
全
で
お
い
し
い
水
を 

お
届
け
し
て
い
ま
す 

※（－）は、各定量下限値を下回ることを示します。 
※地下水を水源とする自己水源は、市内に１３か所ありますが水系が同じなため、代表的な水源を公表します。 

平成１６年度水質検査結果（給水栓水） 
検査項目 

一般細菌 １００集落/mL以下 ０ ０ ０ 
大腸菌 検出されないこと 不検出 不検出 不検出 
カドミウム ０.０１mg/L以下 （―） （―） （―） 
水銀 ０.０００５mg/L以下 （―） （―） （―） 
セレン ０.０１mg/L以下 （―） （―） （―） 
鉛 ０.０１mg/L以下 （―） （―） （―） 
ヒ素 ０.０１mg/L以下 （―） （―） （―） 
六価クロム ０.０５mg/L以下 （―） （―） （―） 
シアン化物イオン及び塩化シアン ０.０１mg/L以下 （―） （―） （―） 
硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 １０mg/L以下 ２.１ ３.２ ０.７ 
フッ素 ０.８mg/L以下 （―） ０.０５ ０.０５ 
ホウ素 １.０mg/L以下 （―） （―） （―） 
四塩化炭素 ０.００２mg/L以下 （―） （―） （―） 
１，４―ジオキサン ０.０５mg/L以下 （―） （―） （―） 
１，１―ジクロロエチレン ０.０２mg/L以下 （―） （―） （―） 
シス―１，２―ジクロロエチレン ０.０４mg/L以下 （―） （―） （―） 
ジクロロメタン ０.０２mg/L以下 （―） （―） （―） 
テトラクロロエチレン ０.０１mg/L以下 （―） （―） （―） 
トリクロロエチレン ０.０３mg/L以下 ０.００１ ０.００１ （―） 
ベンゼン ０.０１mg/L以下 （―） （―） （―） 
クロロ酢酸 ０.０２mg/L以下 （―） （―） （―） 
クロロホルム ０.０６mg/L以下 （―） （―） ０.０１４ 
ジクロロ酢酸 ０.０４mg/L以下 （―） （―） ０.００３ 
ジブロモクロロメタン ０.１mg/L以下 （―） （―） ０.００１ 
臭素酸 ０.０１mg/L以下 （―） （―） （―） 
総トリハロメタン ０.１mg/L以下 （―） （―） ０.０１９ 
トリクロロ酢酸 ０.２mg/L以下 （―） （―） （―） 
ブロモジクロロメタン ０.０３mg/L以下 （―） （―） ０.００４ 
ブロモホルム ０.０９mg/L以下 （―） （―） （―） 
ホルムアルデヒド ０.０８mg/L以下 （―） （―） （―） 
亜鉛 １.０mg/L以下 （―） ０.００１ （―） 
アルミニウム ０.２mg/L以下 （―） （―） ０.０４ 
鉄 ０.３mg/L以下 （―） （―） （―） 
銅 １.０mg/L以下 ０.０１４ ０.００９ ０.００４ 
ナトリウム ２００mg/L以下 １６ ２４ ９.４ 
マンガン ０.０５mg/L以下 ０.０１７ （―） （―） 
塩化物イオン ２００mg/L以下 １８ ２２ ９ 
カルシウム､マグネシウム等（硬度） ３００mg/L以下 １００ ９４ ２０ 
蒸発残留物 ５００mg/L以下 ２０５ ２００ ５１ 
陰イオン界面活性剤 ０.２mg/L以下 （―） （―） （―） 
ジェオスミン ０.００００２mg/L以下 （―） （―） （―） 
２―メチルイソボルネオール ０.００００２mg/L以下 （―） （―） （―） 
非イオン界面活性剤 ０.０２mg/L以下 （―） （―） （―） 
フェノール類         ０.００５mg/L以下 （―） （―） （―） 
有機物（全有機炭素（TOC）の量） ５mg/L以下 （―） （―） ０.７ 
ｐＨ値 ５.８以上８.６以下 ６.９ ７.２ ７.４ 
味 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし 
臭気 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし 
色度 ５度以下 （―） （―） （―） 
濁度 ２度以下 （―） （―） （―） 

基準値等 八剱町水源 岩倉団地 配水場 
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）

る
管
理
状

況
に
関
す
る
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。 

②
小
規
模
貯
水
槽
水
道
（
貯
水
槽
の
有
効

容
量
の
合
計
が
１０
立
方
㍍
以
下
の
施
設
）

の
場
合 

★
水
槽
（
貯
水
槽
、
高
置
水
槽
）
の
掃
除

を
１
年
以
内
ご
と
に
１
回
、
行
っ
て
く
だ

さ
い
。 

★
マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
に
異
常
が
な
い
か
な

ど
の
点
検
を
行
い
、
異
常
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
適
切
な
措
置
を
講
じ
て
く
だ
さ
い
。 

★
１
年
以
内
ご
と
に
１
回
、
蛇
口
か
ら
出

る
水
の
色
、
濁
り
、
臭
い
、
味
に
関
す
る

検
査
お
よ
び
残
留
塩
素
の
有
無
に
関
す
る

水
質
の
検
査
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

★
供
給
す
る
水
が
人
の
健
康
を
害
す
る
お

そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
と
き
は
、
直

ち
に
給
水
を
停
止
し
、
関
係
者
に
周
知
す

る
措
置
を
講
じ
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　

●
問
合
先
　
水
道
課
（
☎
３
８
―
５
８
１

６
）
ま
た
は
、
江
南
保
健
所
（
☎
５
６
―

２
１
５
７
）
ま
で
。
　 

      

　
市
内
で
は
、
９
月
末
現
在
１
２
６
件
の

空
き
巣
な
ど
の
侵
入
窃
盗
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
あ
な
た
の
お
家
は
大
丈
夫
で
す
か
。

も
う
一
度
犯
罪
抑
止
の
た
め
に
わ
が
家
の

防
犯
対
策
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。 

　
４
月
か
ら
始
ま
っ
た
防
犯
対
策
助
成
金

制
度
は
、
１０
月
１５
日
現
在
で
１
２
９
世
帯

の
人
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
家
の
防
犯

対
策
に
、
こ
の
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

●
対
象
者
　
岩
倉
市
に
住
民
登
録
ま
た
は
、

外
国
人
登
録
が
あ
り
、
居
住
し
て
い
る
世

帯
主
（
１
世
帯
に
つ
き
１
回
限
り
で
す
） 

●
対
象
と
な
る
も
の 

①
玄
関
お
よ
び
勝
手
口
等
出
入
口
の
鍵
を

交
換
ま
た
は
、
補
助
錠
、
サ
ム
タ
ー
ン
カ

バ
ー
、
ガ
ー
ド
プ
レ
ー
ト
等
の
取
り
付
け
。 

②
サ
ッ
シ
等
を
防
犯
ガ
ラ
ス
に
交
換
ま
た

は
、
防
犯
フ
ィ
ル
ム
、
補
助
錠
、
格
子
等

の
取
り
付
け
。 

③
共
同
住
宅
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ま
た
は
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
の
共
有
部
分
に
防
犯
カ

メ
ラ
ま
た
は
、
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
の
取
り

付
け
。 

④
住
居
等
に
防
犯
カ
メ
ラ
ま
た
は
、
セ
ン

サ
ー
ラ
イ
ト
の
取
り
付
け
。 

⑤
駐
車
場
内
に
防
犯
カ
メ
ラ
、
セ
ン
サ
ー

ラ
イ
ト
ま
た
は
、
照
明
灯
の
取
り
付
け
。 

⑥
自
家
用
車
両（
自
動
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
・

自
転
車
）
に
ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ
ク
カ
バ
ー
ま

た
は
、
盗
難
防
止
装
置
の
取
り
付
け
。 

⑦
住
居
敷
地
内
に
玉
砂
利
等
を
敷
設
。 

●
助
成
額
　
経
費
の
２
分
の
１
（
１
０
０

円
未
満
は
切
り
捨
て
）
で
限
度
額
５
千
円 

●
申
請
期
間
　
平
成
２０
年
３
月
３１
日
ま
で 

※
平
成
１７
年
３
月
３１
日
以
前
の
防
犯
対
策

は
対
象
外
で
す
。 

●
申
請
方
法
　
行
政
課
に
あ
る
申
請
書
に

必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
品
物
等
が

わ
か
る
領
収
書
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。 

●
申
込
・
問
合
先
　
行
政
課
交
通
防
犯
係

（
☎
３
８
―
５
８
０
４
）
ま
で
。 

      

　
岩
倉
市
で
は
、
次
の
と
お
り
木
造
住
宅

の
無
料
耐
震
診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

●
対
象
と
な
る
建
築
物
　
次
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
建
築
物 

①
建
築
時
期
が
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以
前

に
着
工 

②
構
造
が
木
造
で
２
階
建
て
以
下
（
鉄
骨

造
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
な
ど
は
対
象

外
） 

③
構
法
が
在
来
軸
組
構
法
ま
た
は
、
伝
統

構
法
（
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
、
木
質
パ
ネ
ル

構
法
な
ど
は
対
象
外
） 

④
用
途
が
戸
建
て
専
用
・
併
用
住
宅
、
長

屋
、
共
同
住
宅
（
た
だ
し
、
空
家
は
対
象

外
） 

●
申
込
方
法
　
土
木
課
建
築
係
に
用
意
し

て
あ
る
簡
易
耐
震
診
断
票
に
基
づ
い
て
自

己
診
断
を
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

●
申
請
者
　
住
宅
の
所
有
者
　
　 

●
申
請
・
問
合
先
　
土
木
課
建
築
係
（
☎

３
８
―
５
８
１
３
）
ま
で
。 

　 

     

　
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い

る
６５
歳
以
上
の
人
（
障
害
者
手
帳
・
療
養

手
帳
等
交
付
者
を
除
く
）
が
年
末
調
整
や

所
得
税
の
確
定
申
告
時
に
障
害
者
控
除
の

適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
、
「
障
害
者
控

除
対
象
者
認
定
書
」
が
必
要
で
す
。 

　
こ
の
認
定
書
発
行
の
対
象
に
な
る
と
思

わ
れ
る
人
に
は
、
生
き
が
い
課
か
ら
申
請

書
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
の
で
、
必
要
事

項
を
ご
記
入
の
う
え
、
申
請
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
先
　
生
き
が
い
課
介
護
保
険
係

（
☎
３
８
―
５
８
１
１
）
ま
で
。 

岩
倉
市
防
犯
対
策
助
成
金
交 

付
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い 

昭
和
５６
年
以
前
に
建
て
ら
れ
た
木
造 

住
宅
が
対
象 

木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
診 

断
を
行
っ
て
い
ま
す 

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定 

書
を
発
行
し
ま
す 

※
※

ふ
　
せ
つ 

あなたの家は 
　大丈夫ですか？ 
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●
子
育
て
支
援
講
演
会 

　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

  

　
泣
い
て
い
た
赤
ち
ゃ
ん
が
、

音
楽
が
聞
こ
え
て
き
た
ら
ピ
タ

ッ
と
泣
き
や
ん
だ
な
ど
の
経
験

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
子
ど
も
は

音
楽
に
合
わ
せ
て
身
体
を
動
か

す
こ
と
が
大
好
き
で
す
。 

　
リ
ズ
ム
や
歌
に
合
わ
せ
て
動

い
た
り
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に

ふ
れ
あ
い
あ
そ
び
を
楽
し
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。 

▼
と
き
　
１２
月
９
日
　
午
前
１０

時
〜
１１
時
３０
分 

▼
と
こ
ろ
　
南
部
保
育
園
ホ
ー

ル ▼
テ
ー
マ
　
¬
親
子
で
楽
し
む

リ
ズ
ム
あ
そ
び
」 

▼
講
師
　
関
戸
洋
子
さ
ん
（
名

古
屋
芸
術
大
学
短
期
大
学
部
助

教
授
） 

▼
定
員
　
親
子
３５
組
（
定
員
に

な
り
し
だ
い
、締
め
切
り
ま
す
） 

▼
申
込
受
付
日
　
１１
月
２５
日
　

か
ら
受
け
付
け
ま
す
（
平
日
は

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
の
間
で

お
願
い
し
ま
す
。
電
話
可
）
。 

▼
申
込
・
問
合
先
　
地
域
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
南
部
保
育

園
内
☎
　
３
８
―
３
９
１
１
） 

  

●
あ
ゆ
み
の
家
講
演
会 

 

　 　
あ
ゆ
み
の
家
で
は
、
心
身
の

発
達
に
遅
れ
や
つ
ま
ず
き
の
あ

る
子
ど
も
の
育
児
に
関
心
の
あ

る
人
を
対
象
に
、
講
演
会
を
行

い
ま
す
。
　 

▼
と
き
　
１２
月
１０
日
　
午
前
１０

時
〜
１１
時
３０
分 

▼
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
３
階
視
聴
覚
室
兼
研
修
室 

▼
テ
ー
マ
　
「
わ
が
子
の
障
害

を
見
つ
め
て
〜
父
親
の
役
割
〜
」 

▼
講
師
　
島
田
修
三
さ
ん
（
愛

知
淑
徳
大
学
教
授
）
　 

▼
問
合
先
　
あ
ゆ
み
の
家
（
☎

６
６
―
５
９
０
１
） 

  
●
歌
謡
舞
踊 

　
　
　
　
　
　
　
老
人
憩
の
家 

  

　
内
田
る
り
実
社
中
の
皆
さ
ん

が
、
慰
問
で
見
事
な
舞
踊
を
発

表
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。 

▼
と
き
　
１１
月
１７
日
　
午
後
２

時
〜 

▼
と
こ
ろ
　
老
人
憩
の
家
（
東

町
） 

▼
出
演
者
　
内
田
実
の
秀
さ
ん

（
内
田
流
師
範
）
　
ほ
か 

▼
問
合
先
　
老
人
憩
の
家
（
☎

３
７
―
３
８
３
４
） 

  

●
み
の
り
の
会
バ
ザ
ー 
  

　
日
ご
ろ
は
「
み
の
り
の
会
」

の
活
動
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
障
害
を
持
つ
仲
間
た
ち
と
、

み
の
り
の
里
を
支
援
す
る
た
め

に
今
年
も
「
み
の
り
の
会
バ
ザ

ー
」
を
行
い
ま
す
。 

▼
と
き
　
１１
月
２７
日
　
午
前
１０

時
〜
午
後
２
時 

▼
と
こ
ろ
　
み
の
り
の
里
（
東

町
仙
奈
１
８
０
） 

▼
問
合
先
　
み
の
り
の
会
事
務

局
（
社
会
福
祉
法
人
い
わ
く
ら

福
祉
会
み
の
り
の
里
内
☎
６
６

―
５
０
０
１
）
　 

  

●
尾
張
北
部
地
域
こ
こ
ろ
の 

　
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

  

　
こ
こ
ろ
の
健
康
・
こ
こ
ろ
の

病
に
つ
い
て
の
関
心
を
高
め
、

理
解
を
深
め
る
た
め
に
尾
張
部

の
市
町
を
は
じ
め
、
関
係
団
体

が
協
力
し
て
「
尾
張
北
部
地
域

こ
こ
ろ
の
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
を
開
催
し
ま
す
。
入
場
は

無
料
で
す
。 

▼
と
き
　
１２
月
３
日
　
午
前
１１

時
〜
午
後
３
時 

▼
と
こ
ろ
　
小
牧
市
公
民
館

（
小
牧
市
小
牧
２
―
１
０
７
） 

▼
テ
ー
マ
　
み
ん
な
で
考
え
ま

し
ょ
う
　
心
の
健
康
と
私
た
ち

の
暮
ら
し 

▼
内
容
　 

★
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
カ
ラ
オ

ケ
発
表
、
ギ
タ
ー
の
弾
き
語
り

ほ
か
）
　 

★
作
品
展
示
、
バ
ザ
ー 

★
記
念
講
演
「
笑
い
と
心
の
健

康
」
（
講
師
…
市
来
真
彦
さ
ん

（
日
本
笑
い
学
会
会
員
・
精
神

科
医
）
） 

▼
主
催
　
平
成
１７
年
度
尾
張
北

部
地
域
こ
こ
ろ
の
健
康
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会 

▼
問
合
先
　
江
南
保
健
所
地
域

保
健
課（
☎
５
６
―
２
１
５
７
）

ま
た
は
、
岩
倉
市
福
祉
課
福
祉

係
（
☎
３
８
―
５
８
０
９
） 

暮らしのガイド 
問合先（岩倉市役所）　☎0587－66－1111（代表） 
ふれ愛コールいわくら　☎0587－38－1717 
市民の声FAX　　　　   　0587－38－2471 
E-mail         　　　　   koho.prsec@city.iwakura.aichi.jp

（金） 

（土） 

（日） 

（土） 

（木） 

（金） 

★１１月３０日(水)は国民健康保険税第８期の納期限です★  
お忘れなく納税してください。口座振替を利用されている人は、預金残高を 
１１月２９日(火)までにご確認ください。なお、納期限後２０日以内に納付 
がない時は、督促状を発送しますので督促手数料５０円が加算されます。 
　問合先　市民窓口課保険医療係（☎３８―５８０７） 

▲
 

せ
き
　
ど
　
よ
う
　
こ 

し
ま
　
だ
　
し
ゅ
う
　

ぞ
う 

い
ち
　
き
　
ま
さ
　

ひ
こ 

う
ち
　
だ
　
み 

ひ
で 

催し  
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お
願
い
し
ま
す

電
話
可
）

 

▼
出
演
者
　
内
田
実
の
秀
さ
ん

―
５
０
０
１
）
　 

係
（
☎
３
８
―
５
８
０
９
） 

       

　 ●
国
民
年
金
保
険
料
納
付

　
の
臨
時
窓
口
を
開
設 

  

　
国
民
年
金
制
度
は
、
皆
さ
ん

に
納
め
て
い
た
だ
く
保
険
料
に

よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
忘
れ

る
と
、
老
齢
基
礎
年
金
や
障
害

基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
が

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。 

　
今
回
、
国
民
年
金
保
険
料
納

付
の
臨
時
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。 

　
臨
時
窓
口
で
は
、
納
め
忘
れ

と
な
っ
て
い
る
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
年
金

制
度
に
つ
い
て
知
り
た
い
人
や

保
険
料
の
納
付
で
お
困
り
の
人

な
ど
を
対
象
に
、
「
国
民
年
金

相
談
」
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
平
成
１５
〜
１７
年
度
の

保
険
料
が
納
め
忘
れ
と
な
っ
て

い
る
人
に
は
、
一
宮
社
会
保
険

事
務
所
か
ら
案
内
の
は
が
き
が

送
ら
れ
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
当

日
、
会
場
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

▼
と
き
　
１２
月
１１
日
　
午
前
１０

時
〜
午
後
３
時 

▼
と
こ
ろ
　
く
す
の
き
の
家 

▼
持
ち
物
　
一
宮
社
会
保
険
事

務
所
か
ら
送
ら
れ
た
は
が
き 

▼
相
談
員
　
一
宮
社
会
保
険
事

務
所
職
員 

▼
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
市
民

窓
口
係
国
民
年
金
担
当
（
☎
３

８
―
５
８
０
７
） 

  

●
国
民
年
金
保
険
料
の 

　
社
会
保
険
料
控
除 

  

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付

し
た
全
額
が
所
得
税
・
市
町
村

民
税
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。 

　
平
成
１６
年
分
ま
で
の
年
末
調

整
や
確
定
申
告
の
手
続
き
で
は
、

納
付
し
た
保
険
料
を
証
明
す
る

書
類
の
添
付
等
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
所
得
税
法
等

の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
平
成
１７

年
分
の
所
得
の
申
告
か
ら
、
国

民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料

控
除
と
し
て
申
告
す
る
場
合
、

１
年
間
に
納
付
し
た
額
を
証
明

す
る
書
類
の
添
付
等
が
必
要
に

な
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
た
め
、
生
命
保
険
会
社

等
か
ら
送
付
さ
れ
る
控
除
証
明

書
と
同
様
に
、
１
年
間
に
納
付

し
た
国
民
年
金
保
険
料
の
額
を

証
明
し
た
控
除
証
明
書
（
は
が

き
）
が
社
会
保
険
庁
か
ら
１１
月

上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。
年
末

調
整
や
確
定
申
告
の
手
続
き
の

際
は
必
ず
こ
の
証
明
書
や
領
収

書
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

申
告
を
行
う
ま
で
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
内
容
に
つ
い
て
は
、

社
会
保
険
庁
か
ら
送
付
さ
れ
る

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」
に
記
載

さ
れ
て
い
る
問
合
先
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

▼
問
合
先
　
税
務
課
課
税
第
１

係
（
☎
３
８
―
５
８
０
６
）
　 

  

●
固
定
資
産
税
・
都
市
計

　
画
税
に
ご
理
解
を 

 

　
　
　 

家
屋
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い 

　
平
成
１７
年
１
月
２
日
か
ら
平

成
１８
年
１
月
１
日
ま
で
の
間
に

新
・
増
築
さ
れ
た
家
屋
に
は
、

平
成
１８
年
度
か
ら
固
定
資
産
税

と
都
市
計
画
税
（
都
市
計
画
税

は
市
街
化
区
域
の
み
）
が
課
税

さ
れ
ま
す
。 

　
市
で
は
、
固
定
資
産
税
の
基

礎
と
な
る
固
定
資
産
評
価
額
を

算
定
す
る
た
め
に
家
屋
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。
税
務
課
の
係

員
が
調
査
に
お
伺
い
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
の
際
に
、
「
家
屋
登
記
済

書
」「
建
築
確
認
通
知
書
」「
工

事
見
積
書
」
な
ど
を
見
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

　
増
築
な
ど
で
「
建
築
確
認
申

請
書
」
を
出
さ
れ
な
か
っ
た
場

合
や
車
庫
・
物
置
を
建
築
し
基

礎
で
固
定
し
た
場
合
等
の
建
物

は
、
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

こ
の
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
家
屋
台
帳
と
現
地
の

家
屋
を
確
認
す
る
た
め
、
家
屋

現
況
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。

調
査
の
都
合
上
、
敷
地
内
に
入

り
、
家
屋
の
現
況
を
調
べ
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
併
せ
て
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。 

　
な
お
、
調
査
に
伺
う
係
員
は

「
固
定
資
産
評
価
補
助
員
証
」

を
携
帯
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

不
審
の
場
合
は
ご
確
認
く
だ
さ

い
。 

家
屋
を
取
り
壊
し
た
人
は
届
け

出
を 

　
家
屋
に
対
す
る
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
は
、
毎
年
１
月
１

日
現
在
に
建
っ
て
い
る
家
屋
に

対
し
課
税
さ
れ
ま
す
。 

　
今
年
、
家
屋
の
全
部
ま
た
は
、

一
部
を
取
り
壊
し
た
場
合
で
、

登
記
に
よ
る
手
続
き
（
滅
失
登

記
）
を
し
て
い
な
い
人
は
、
今

年
中
に
「
申
告
書
」
を
出
し
て

く
だ
さ
い
。
壊
さ
れ
た
家
屋
は
、

来
年
度
か
ら
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。 

　
こ
の
申
告
は
、
印
鑑
を
ご
持

参
い
た
だ
け
れ
ば
、
窓
口
で
手

続
き
が
で
き
ま
す
。 

▼
申
告
・
問
合
先
　
税
務
課
課

税
第
２
係
（
☎
３
８
―
５
８
０

６
） 

  

●
所
得
税
の
青
色
決
算
と

　
年
末
調
整
説
明
会 

  

　
平
成
１７
年
分
の
所
得
税
の
青

色
決
算
等
説
明
会
と
源
泉
所
得

税
の
年
末
調
整
等
説
明
会
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。 

　
説
明
会
に
ご
出
席
の
際
に
は
、

先
に
お
送
り
し
た
資
料
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。 

▼
と
き
　
１１
月
２２
日
　 

★
青
色
決
算
等
説
明
会
…
午
前

１０
時
〜
正
午
（
受
付
は
午
前
９

時
３０
分
〜
） 

★
年
末
調
整
等
説
明
会
…
午
後

１
時
１５
分
〜
３
時
１５
分
（
受
付

は
午
後
０
時
４５
分
〜
） 

▼
と
こ
ろ
　
小
牧
市
市
民
会
館

（
小
牧
市
小
牧
２
―
１
０
７
） 

※
当
日
ご
都
合
の
悪
い
場
合
は
、

１１
月
２１
日
　
に
春
日
井
市
東
部

市
民
セ
ン
タ
ー
（
春
日
井
市
中

央
台
２
―
２
―
１
）
で
開
催
さ

れ
る
説
明
会
に
も
出
席
で
き
ま

す
。
開
催
時
間
、
受
付
開
始
時

間
は
、
青
色
決
算
・
年
末
調
整

と
も
に
２２
日
と
同
じ
で
す
。 

▼
問
合
先
　
小
牧
税
務
署
（
☎

０
５
６
８
―
７
２
―
２
１
１
１
、

青
色
決
算
等
説
明
会
担
当
…
個

人
課
税
第
一
部
門
、
年
末
調
整

等
説
明
会
担
当
…
法
人
課
税
第

七
部
門
） 

（日） 

★１１月３０日(水)は介護保険料第８期の納期限です★  
お忘れなく納付してください。口座振替を利用されている人は、 
預金残高を１１月２９日(火)までにご確認ください。 
　問合先　生きがい課介護保険係（☎３８―５８１１） 

▲
 

（火） 

（月） 

手続き 
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月・日 

曜
日 時間 

○印に講習会を開催します。 

１月 

１０：３０～１２：００ 

１９：３０～２１：００ 

２１日 ２２日 ２８日 ２９日 ３１日 

火 日 土 日 土 

１８日 

水 

　 
       

●
サ
ン
タ
が
あ
な
た
の
家

　
に
や
っ
て
く
る
！
　 

  

　
岩
倉
市
商
工
会
青
年
部
は
、

昨
年
に
引
き
続
き
サ
ン
タ
ク
ロ

ー
ス
の
訪
問
を
希
望
す
る
ご
家

庭
を
募
集
し
ま
す
。 

　
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
か
ら
の
素

敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
子
ど
も
た

ち
は
大
喜
び
！
　
今
年
の
ク
リ

ス
マ
ス
は
、
サ
ン
タ
さ
ん
に
会

っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
　 

　
な
お
、
過
去
に
当
選
さ
れ
た

ご
家
庭
は
、
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

▼
と
き
　
１２
月
２５
日
　
午
後
６

時
〜
８
時 

▼
応
募
資
格
　
市
内
で
小
学
生

以
下
の
子
ど
も
が
い
る
家
庭 

▼
募
集
期
間
　
１１
月
１７
日
　
〜

１２
月
９
日
　 

▼
募
集
家
庭
　
２０
件
（
応
募
多

数
の
場
合
は
抽
選
に
よ
り
決
定
） 

▼
応
募
方
法
　
岩
倉
市
商
工
会

に
用
意
し
て
あ
る
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
商
工
会

（
中
本
町
西
出
口
３１
―
１
☎
６

６
―
３
４
０
０
）
　 

        

●
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
導
・

　
講
習
会 

  

１２
月
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
導 

　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
で
は
、
専
門

の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る

効
果
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法

や
総
合
的
な
体
力
向
上
の
た
め

の
運
動
、
腰
痛
や
肩
こ
り
に
関

す
る
運
動
な
ど
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
指
導
を
行
い
ま
す
。 

▼
と
き
　
１２
月
３
日
　
・
４
日

　
・
１０
日
　
・
１１
日
　
午
後
１

時
〜
５
時 

▼
対
象
　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
利

用
登
録
証
を
お
持
ち
の
人 

１
月
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会 

　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
を
利
用
す
る

た
め
に
は
、
講
習
会
の
受
講
が

必
要
で
す
。 

　
な
お
、
講
習
会
で
は
一
般
の

人
も
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
を
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。
申
込
者
数
に
よ
り
講

習
日
を
変
更
も
し
く
は
、
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

▼
講
習
内
容
　
①
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
②
器
具
の
説
明
③
実

技 ▼
対
象
　
１６
歳
以
上 

▼
定
員
　
１
回
の
講
習
に
つ
き

１５
人 

▼
費
用
　
２
０
０
円 

▼
申
込
方
法
　
１２
月
１
日
　
か

ら
、
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
課
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。 

　
申
し
込
み
は
、
１
人
に
つ
き

１
名
と
し
、
電
話
で
の
申
し
込

み
は
で
き
ま
せ
ん
。 

▼
問
合
先
　
ス
ポ
ー
ツ
課
（
総

合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
内
☎
６

６
―
２
２
２
２
） 

　 
       

●
貧
血
予
防
の
た
め
の 

　
栄
養
教
室 

  

　
鉄
分
は
体
内
で
は
生
成
さ
れ

ず
、
食
べ
物
か
ら
摂
取
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
栄
養
素
の
一
つ

で
す
。 

　
貧
血
の
多
く
は
、
欠
食
や
偏

食
な
ど
に
よ
る
鉄
分
の
摂
取
不

足
が
原
因
で
す
。
は
じ
め
は
自

覚
症
状
が
少
な
い
の
も
特
徴
で
、

体
内
の
鉄
分
不
足
が
続
く
と
、

め
ま
い
・
疲
労
感
・
倦
怠
感
な

ど
の
症
状
が
現
れ
ま
す
。 

　
貧
血
を
予
防
す
る
た
め
に
日

常
の
食
事
を
見
直
し
て
み
ま
せ

ん
か
。 

▼
と
き
　
１２
月
９
日
　
午
前
９

時
３０
分
〜
正
午 

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２

階
栄
養
指
導
室 

▼
内
容
　
講
義
「
貧
血
と
予
防

の
た
め
の
食
事
」
・
調
理
実
習 

▼
対
象
　
貧
血
傾
向
の
人
　
　

▼
定
員
　
２５
人
（
先
着
順
） 

▼
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン 

▼
申
込
方
法
　
１１
月
１７
日
　
か

ら
保
健
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け

ま
す
（
電
話
可
）
。 

▼
申
込
・
問
合
先
　
保
健
セ
ン

タ
ー
（
☎
３
７
―
３
５
１
１
） 

　 
 

●
気
功
教
室 

  

　
気
功
は
、
ゆ
る
や
か
な
動
作

と
呼
吸
法
を
主
体
と
し
た
中
国

の
健
康
体
操
で
、
年
齢
・
性
別

を
問
わ
ず
、
広
く
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。 

　
生
活
に
必
要
な
柔
軟
性
を
保

ち
、
自
律
神
経
を
整
え
て
、
い

き
い
き
と
し
た
生
活
を
送
る
た

め
に
、
気
功
を
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。 

▼
と
き
　
１２
月
１２
日
　
・
１３
日

　
・
１４
日
　
の
３
日
間
、
午
前

９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分 

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
視

聴
覚
室 

▼
内
容
　
気
功 

▼
講
師
　
中
日
気
功
研
究
会
岩

倉
支
部
指
導
員 

▼
対
象
　
３
日
間
参
加
で
き
る

人
（
年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ

ん
） 

▼
定
員
　
３０
人
（
先
着
順
） 

▼
申
込
・
問
合
先
　
保
健
セ
ン

タ
ー
（
☎
３
７
―
３
５
１
１
） 

ー

。

。

。

 

（日） 

（木） 

（金） 

（土） 

（土） 

（日） 

（日） 

（木） 

（金） 

（月） 

（火） 

（水） 

（木） 

け
ん
　

た
い
　

か
ん 
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枯
れ
草
は
危
険
で
す 

●
雑
草
は
早
め
に
刈
り
取

　
り
を
！ 

  

　
秋
か
ら
冬
へ
と
向
か
う
こ
れ

か
ら
の
季
節
、
空
き
地
で
生
い

茂
っ
た
雑
草
は
乾
燥
し
、
枯
れ

草
に
な
り
ま
す
。
こ
の
枯
れ
草

は
、
い
つ
火
災
を
引
き
起
こ
す

か
分
か
ら
ず
危
険
で
す
。 

　
火
災
予
防
の
た
め
に
も
、
土

地
の
所
有
者
や
管
理
者
が
、
責

任
を
も
っ
て
早
め
に
刈
り
取
っ

て
く
だ
さ
い
。 

刈
り
取
っ
た
枯
れ
草
は
？ 

　
そ
の
場
で
燃
や
さ
ず
、
た
い

肥
化
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
や
む

を
得
ず
、
ご
み
と
し
て
処
理
す

る
場
合
は
、
市
指
定
の
燃
や
し

て
も
い
い
ご
み
収
集
袋
に
入
れ

て
、
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
多
量
の
場
合
は
、
小

分
け
し
て
少
し
ず
つ
出
す
よ
う

に
し
、
木
・
枝
等
は
６０
㌢
以
内

に
切
り
、
し
ば
っ
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
枯
れ
草
の
刈
り
取
り

作
業
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
で
有
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
細
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
（
☎
６
６
―
２
２
２
３
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

▼
問
合
先
　
消
防
署
（
☎
３
７

―
５
３
３
３
内
線
１
１
１
） 

  

●
青
少
年
健
全
育
成
県
民 

　
運
動 

  
　
社
会
の
変
化
の
中
で
生
じ
て

い
る
諸
問
題
に
対
応
し
、
青
少

年
が
健
全
に
育
っ
て
い
く
こ
と

は
、
県
民
す
べ
て
の
願
い
で
す
。 

　
そ
の
た
め
に
、
愛
知
県
で
は

家
庭
、
学
校
、
地
域
等
が
一
体

と
な
り
、
青
少
年
健
全
育
成
県

民
運
動
を
展
開
し
ま
す
。 

▼
ス
ロ
ー
ガ
ン
　
「
育
て
よ
う

自
分
に
勝
て
る
子
　
負
け
な
い

子
」 

▼
強
調
期
間
　
１１
月
３０
日
　
ま

で ▼
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
生
涯

学
習
係（
☎
３
８
―
５
８
１
９
）

　 
 

●
愛
知
県
内
の
交
通
事
故

　
情
勢
に
つ
い
て
お
知
ら

　
せ
し
ま
す 

  

　
愛
知
県
内
の
今
年
の
交
通
事

故
死
者
数
は
、
９
月
２１
日
現
在

２
３
５
人
で
、
江
南
警
察
署
管

内
の
死
者
数
は
３
人
で
し
た
。

愛
知
県
で
は
今
年
の
６
月
８
日

以
降
全
国
ワ
ー
ス
ト
１
位
が
続

い
て
お
り
、
こ
の
状
況
が
続
く

と
、
平
成
３
年
以
来
の
年
間
交

通
事
故
死
者
数
全
国
ワ
ー
ス
ト

１
位
と
な
る
こ
と
が
心
配
さ
れ

ま
す
。
　 

　
特
に
８
月
以
降
は
、
高
齢
者

の
事
故
が
多
発
し
、
死
者
数
は

８４
人
で
全
体
の
３５
・
７
㌫
を
占

め
、
人
口
比
率
１６
・
８
㌫
の
２

倍
以
上
の
割
合
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

　
ま
た
、
９
月
（
２１
日
現
在
）

の
死
者
数
は
２１
人
の
う
ち
子
ど

も
４
人
、
高
齢
者
１０
人
と
全
体

の
６７
㌫
を
占
め
、
事
故
の
特
徴

と
し
て
子
ど
も
は
道
路
へ
の
飛

び
出
し
、
高
齢
者
は
道
路
横
断

中
の
死
亡
事
故
が
目
立
っ
て
い

ま
す
。 

　
例
年
１０
月
か
ら
年
末
に
か
け

て
交
通
死
亡
事
故
が
急
増
す
る

傾
向
に
あ
り
、
特
に
日
没
前
後

の
時
間
帯
の
事
故
、
高
齢
者
が

巻
き
込
ま
れ
る
事
故
、
飲
酒
が

関
係
す
る
事
故
の
多
発
が
心
配

さ
れ
ま
す
。 

　
夕
暮
れ
時
の
運
転
時
に
は
前

照
灯
を
早
め
に
点
灯
し
、
高
齢

者
や
子
ど
も
の
動
き
に
注
意
し

た
運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た

交
差
点
で
の
事
故
も
多
発
し
て

い
ま
す
の
で
、
イ
エ
ロ
ー
ス
ト

ッ
プ
運
動
（
交
差
点
で
黄
信
号

で
も
止
ま
る
運
動
）
を
推
進
し

ま
し
ょ
う
。 

　
愛
知
県
警
察
で
は
、
交
通
事

故
死
者
全
国
ワ
ー
ス
ト
１
位
の

返
上
に
向
け
て
、
悪
質
・
危
険

運
転
に
対
す
る
強
力
な
指
導
取

り
締
ま
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
皆
さ
ん
で
交
通
ル
ー
ル
を

守
り
交
通
事
故
を
な
く
し
ま
し

ょ
う
。 

▼
問
合
先
　
江
南
警
察
署
交
通

課
（
☎
５
６
―
０
１
１
０
内
線

４
１
２
） 

   ●
中
退
共
制
度
（
中
小
企

　
業
退
職
金
共
済
制
度
） 

  

▼
中
退
共
制
度
の
特
色 

★
国
の
制
度
な
の
で
安
全
・
確

実
・
有
利
で
す
。 

★
適
格
退
職
年
金
制
度
か
ら
の

移
行
先
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

★
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し

ま
す
。 

★
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
人
も
加

入
で
き
ま
す
。 

★
掛
金
は
税
法
上
、
全
額
非
課

税
に
な
り
ま
す
。 

★
過
去
の
勤
務
期
間
通
算
や
企

業
間
を
転
職
し
た
場
合
に
通
算

が
で
き
ま
す
。 

★
掛
金
は
預
金
口
座
か
ら
振
り

替
え
ま
す
。
退
職
金
は
直
接
退

職
者
に
支
払
い
ま
す
の
で
、
管

理
が
簡
単
で
す
。 

▼
加
入
の
手
続
き
　
所
定
の
申

込
用
紙
に
記
入
、
押
印
の
う
え

お
近
く
の
金
融
機
関
ま
た
は
、

委
託
事
業
主
団
体
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。 

▼
問
合
先
　
中
退
共
本
部
（
☎

０
３
―
３
４
３
６
―
０
１
５
１

　
０
３
―
３
４
３
６
―
０
４
０

０
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス 

 

　
　
　
　
　
） 

  

●
献
血
に
ご
協
力
を 

  

　
献
血
の
際
に
は
、
事
前
に
血

液
の
比
重
検
査
の
ほ
か
、
問
診

や
血
圧
測
定
な
ど
の
検
査
を
行

い
、
総
合
的
に
健
康
状
態
を
判

断
し
て
か
ら
献
血
の
適
否
を
決

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

▼
と
き
・
と
こ
ろ
　
１２
月
１１
日

　
岩
倉
団
地
集
会
所 

▼
受
付
時
間
　
午
前
１０
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
３
時 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
献
血
推
進

協
議
会
（
社
会
福
祉
協
議
会
内

☎
３
７
―
３
１
３
５
） 

（水） 

（日） 

h
ttp
://c
h
u
ta
ikyo

.ta
is
yo
k 

u
kin
.g
o
.jp

相 談 
その他 
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●
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト 

　
ラ
イ
ン
　 

　 
 

　
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

お
よ
び
愛
知
県
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
で
は
、
「
女
性
に
対
す

る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
期
間

中
（
１１
月
１２
日
〜
２５
日
）、「
女

性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
相

談
日
を
開
設
し
ま
す
。 

　
夫
、
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
や
職
場
等
に
お
け
る
セ
ク
シ

ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス

ト
ー
カ
ー
行
為
と
い
っ
た
女
性

を
め
ぐ
る
各
種
の
人
権
問
題
に

関
す
る
電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。 

▼
と
き
　
１１
月
２０
日
　
午
前
１０

時
〜
午
後
５
時 

▼
相
談
先
　
☎
０
５
２
―
９
５

２
―
８
１
８
８
（
名
古
屋
法
務

局
人
権
擁
護
委
員
室
内
） 

▼
問
合
先
　
名
古
屋
法
務
局
一

宮
支
局
（
☎
０
５
８
６
―
７
１

―
０
６
０
０
）
　 

  

●
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
金
融
の

　
相
談
料
を
補
助 

  

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
金
融
（
サ
ラ

金
）
の
利
用
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
が
起
き
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
こ
れ
が
原
因
で
、
家

庭
の
崩
壊
な
ど
悲
し
い
ケ
ー
ス

が
目
立
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
悲
劇
を
未
然
に
防

ぐ
に
は
、
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
る

前
に
、
で
き
る
限
り
早
く
法
律

の
専
門
家
に
相
談
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。 

　
岩
倉
市
で
は
、
愛
知
県
弁
護

士
会
が
開
設
し
て
い
る
「
サ
ラ

金
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
被
害
相
談
」

と
「
消
費
者
被
害
相
談
」
に
相

談
さ
れ
た
場
合
に
、
そ
の
相
談

料
の
５
千
２
５
０
円
を
補
助
し

て
い
ま
す
。 

　
補
助
を
受
け
る
に
は
、
事
前

に
市
民
相
談
室
に
相
談
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。 

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 

▼
問
合
先
　
市
民
相
談
室
（
☎

３
８
―
５
８
２
２
） 

　 
 

●
児
童
相
談 

  

　
家
庭
児
童
相
談
室
で
は
、
１８

歳
未
満
の
児
童
の
不
登
校
、
い

じ
め
、
乱
暴
、
育
児
の
ほ
か
、

施
設
に
入
所
さ
せ
た
い
な
ど
、

子
ど
も
を
と
り
ま
く
問
題
の
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。 

▼
と
き
　
月
〜
金
曜
日
（
祝
日

を
除
く
）
午
前
１０
時
〜
午
後
４

時 ▼
と
こ
ろ
　
家
庭
児
童
相
談
室

（
福
祉
事
務
所
内
） 

▼
問
合
先
　
児
童
課
児
童
係

（
☎
３
８
―
５
８
１
０
） 

　 
 

●
エ
イ
ズ
検
査
に
つ
い
て 

  

　
日
本
に
お
け
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
エ

イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
）
感
染
者
・
エ

イ
ズ
患
者
数
は
増
加
し
つ
づ
け

て
お
り
、
平
成
１６
年
の
１
年
間

に
新
た
に
１
千
１
６
５
人
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。 

　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
て
も
、
長

い
間
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
無

い
た
め
、
感
染
に
気
付
か
な
い

ま
ま
性
的
な
接
触
に
よ
り
パ
ー

ト
ナ
ー
に
う
つ
し
て
し
ま
っ
た

り
、
知
ら
な
い
間
に
感
染
が
拡

大
し
た
り
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。 

　
感
染
し
た
か
も
？
　
と
気
に

な
る
と
き
に
は
、
検
査
を
受
け

ま
し
ょ
う
。
早
期
発
見
は
、
早

期
治
療
に
も
結
び
つ
き
、
症
状

の
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。 

　
保
健
所
で
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体

検
査
を
無
料
・
匿
名
で
実
施
し

て
い
ま
す
。
夜
間
の
検
査
を
実

施
し
て
い
る
保
健
所
も
あ
り
ま

す
。
感
染
の
機
会
か
ら
３
か
月

以
上
た
っ
て
か
ら
検
査
を
受
け

ま
し
ょ
う
。 

▼
問
合
先
　
愛
知
県
エ
イ
ズ
情

報
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
５
２
―
９

７
２
―
９
２
０
０
） 

　 
 

●
見
逃
さ
な
い
で
、
子
ど

　
も
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ 
  

　
児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談
件

数
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て

い
ま
す
。
子
ど
も
の
生
命
が
奪

わ
れ
る
な
ど
の
い
た
ま
し
い
事

件
も
後
を
絶
た
ち
ま
せ
ん
。 

　
児
童
虐
待
へ
の
対
応
は
早
期

発
見･

早
期
対
応
が
大
切
で
す
。

身
の
回
り
で
「
気
に
か
か
る
親

子
」
や
「
虐
待
さ
れ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
子
ど
も
」
を
発
見
し

た
と
き
は
、
た
め
ら
う
こ
と
な

く
、
児
童
相
談
セ
ン
タ
ー
な
ど

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
連
絡

し
た
人
の
秘
密
は
、
必
ず
守
ら

れ
ま
す
。 

　
相
談
機
関
で
は
、
速
や
か
に

状
況
を
調
査
し
、
緊
急
の
場
合

は
子
ど
も
を
一
時
保
護
し
て
虐

待
の
危
険
か
ら
守
っ
た
り
、
保

護
者
と
面
接
相
談
を
し
た
り
す

る
こ
と
で
、
望
ま
し
い
親
子
関

係
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
い

く
こ
と
な
ど
を
行
い
ま
す
。 

　
あ
な
た
の
気
付
き
と
一
報
が
、

次
の
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
命
を
救
い
ま
す
。
児
童
虐
待

の
防
止
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。 

▼
問
合
先
　
一
宮
児
童
相
談
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
５
８
６
―
４
５

―
１
５
５
８
） 

 

（日） 

指 名 競 争 入 札 結 果  （１０月１３日） 
 

配水管布設替工事 
（第２期整備計画１７―２号） 

配水管布設替工事 
（第２期整備計画１７―４号） 

八剱町地内 

下本町地内 

伊藤水道工業㈱ 
岩倉支店 

㈱間瀬設備工業 

１３,６５０,０００ 

５,４６０,０００ 

１０/２１～H１８/２/２２ 

１０/２１～H１８/２/７ 

川徳橋耐震補強工事 川井町地内 関戸工業㈱ ３,０４５,０００ １０/１８～H１８/２/１０ 

工事名等 工事場所等 契約業者名 契約金額（円） 期　　間 
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●
軽
度
発
達
障
害
の
子
ど

　
も
を
持
つ
保
護
者
の
面

　
接
教
育
相
談 

  

　
軽
度
発
達
障
害
の
診
断
を
受

け
た
小
・
中
学
生
の
保
護
者
を

対
象
に
、
セ
ミ
ナ
ー
形
式
で
３

回
連
続
の
講
義
を
行
い
、
家
庭

で
の
子
ど
も
に
対
す
る
支
援
の

在
り
方
を
学
び
ま
す
。 

▼
と
き 

・
第
１
回
…
１２
月
６
日
　
午
前

１０
時
〜
正
午
（
講
師
…
古
井
景

さ
ん（
愛
知
淑
徳
大
学
教
授
）） 

・
第
２
回
…
１２
月
１３
日
　
午
前

９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
（
講
師

…
並
木
典
子
さ
ん
（
あ
い
ち
小

児
保
健
医
療
総
合
セ
ン
タ
ー
臨

床
心
理
士
）
） 

・
第
３
回
…
平
成
１８
年
１
月
１９

日
　
午
前
１０
時
〜
正
午
（
講
師

…
大
胡
田
昭
二
さ
ん
（
愛
知
県

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
研
究
指
導

主
事
）
） 

▼
と
こ
ろ
　
愛
知
県
教
育
会
館

２
階
（
名
古
屋
市
中
区
新
栄
１

―
４９
―
１０
） 

▼
定
員
　
２０
人 

▼
参
加
料
　
無
料 

▼
申
込
方
法
　
１１
月
２１
日
　
午

前
１０
時
か
ら
受
け
付
け
ま
す

（
先
着
順
）
。 

※
参
加
希
望
者
が
、
直
接
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

▼
申
込
先
　
愛
知
県
教
育
・
ス

ポ
ー
ツ
振
興
財
団
（
☎
０
５
２

―
２
４
２
―
１
５
０
０
） 

　 
 

●
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
か
ら
赤
ち
ゃ

　
ん
を
守
る
た
め
に 

  

　
そ
れ
ま
で
元
気
だ
っ
た
赤
ち

ゃ
ん
が
、
事
故
や
窒
息
で
は
な

く
、
眠
っ
て
い
る
間
に
突
然
死

亡
し
て
し
ま
う
病
気
、
そ
れ
が

Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
（
乳
幼
児
突
然
死
症

候
群
）
で
す
。 

　
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
は
、
冬
季
に
発
生

す
る
傾
向
が
高
い
た
め
、
１１
月

を
発
生
予
防
の
強
化
月
間
と
し

て
い
ま
す
。 

　
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
を
起
こ
り
に
く
く

す
る
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
３
点
で

す
。 

①
あ
お
む
け
寝
で
育
て
よ
う
。 

②
タ
バ
コ
を
や
め
よ
う
。 

③
で
き
る
だ
け
母
乳
で
育
て
よ

う
。 

※
特
に
人
工
乳
が
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
を 

引
き
起
こ
す
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
で
き
る
だ
け
母
乳
育
児

に
ト
ラ
イ
し
ま
し
ょ
う
。 

▼
問
合
先
　
愛
知
県
健
康
福
祉

部
児
童
家
庭
課
（
☎
０
５
２
―

９
５
４
―
６
２
８
３
　
０
５
２

―
９
７
１
―
５
８
８
９
） 

  
（火） 

（火） 

（月） 

（木） 

 

市民相談   市民相談室（☎３８－５８２２） 
 

お気軽にご相談ください 
 

　市民相談室は、市役所１階です。個室の相談室となってい
ますので、お気軽にご相談ください。 
　なお、各相談は、正午から午後１時までお昼の休憩をいた
だきます。 
■一般相談 
　とき  月～金曜日（祝日、振替休日を除く） 
午前９時～午後４時 
■総合福祉相談 
１１月１８日（金） 
★身体障害者相談…午後１時～４時 
★戦没者遺族相談…午後１時～４時 
■外国人のための相談（岩倉市国際交流協会） 
「こんにちはコーナー」 
１１月２０日（日）、１２月４日（日）午後１時～３時 
  
  
  
  
  
  
  
  
■女性相談 
１１月２１日（月）、１２月５日（月）午後１時～３時３０分 
■法律相談（予約制…定員各６人） 
１１月２４日（木）午後１時～４時 
１２日１３日（火）午後１時～４時 
　　　２８日（水）午後１時～４時 
※毎月１日（土・日曜日、祝日、振替休日は順延）午前９時
から、市民相談室で当月分の予約を受け付けます（先着順、
電話可）。 
■年金相談 
１１月２８日（月）午前１０時～午後３時 
■税務相談 
１２月　１日（木）午後１時～４時 
■母子・寡婦就業相談 
１２月　２日（金）午前１０時～午後３時３０分 
■知的障害者相談 
１２月　８日（木）午後１時～４時 
■人権相談 
１２月　９日（金）午後１時～４時 
■行政相談 
１２月　９日（金）午後１時～４時 
■登記相談 
１２月１４日（水）午後１時～４時 
 
 
 
　いじめの問題、親子・近隣関係などの心の悩みは、一人で
くよくよしていても、何の解決にもなりません。経験豊かな
ボランティアが電話で相談をお受けします。お気軽におかけ
ください。 
　とき　毎週月曜日　午前１０時～午後４時（祝日、振替休
日を除く） 

▼
 

▼
 

み  　な  　     な    や     む     な 

●心の相談電話　☎３７－７８６７ 

Advice and Consultation for Foreigners 
(Iwakura International Exchange Society) 
２０．Nov（Sun）１３：００～１５：００ 
　４．Dec（Sun）１３：００～１５：００ 
Consulta em Prol dos Estrangeiros  
(Associacao de Intercambio Internacional de Iwakura) 
２０／Novembro（domingo）Das１３：００～１５：００hs 
　４／Dezembro（domingo）Das１３：００～１５：００hs

～ ＾ 

 
 

ふ
る
　
い
　
け
い 

お
お
　
こ
　
だ
　
し
ょ
う
　
じ 

な
み
　
き
　
の
り
　
こ 
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12月2日（金）13：30～15：00 
　南部老人憩の家 
12月9日（金）13：30～15：00 
　岩倉病院回復期リハビリテーションセンター 
12月13日（火）10：00～11：30 
　第五児童館 
12月16日（金）13：30～15：00 
　老人憩の家 
12月22日（木）13：30～15：00 
　保健センター 

と    き 

おおむね65歳以上で 
介護保険を利用して 
いない人 
 

対　象　者 

内容/健康チェック・体操・レクリエー 
ションなど 
持ち物/健康手帳 

備考 

はつらつ元気くらぶ 

健康相談 

成人 内容/血圧測定・健康相談等（保健セン 
ターでは、体脂肪測定と尿検査もでき 
ます） 
持ち物/健康手帳 
※健診結果の相談や、生活習慣病予防 
の相談にもご利用ください。心の健康 
相談も行っています。 

毎週木曜日（祝日を除く）9：00～11：00 
　保健センター 
12月2日（金）13：30～15：00 
　南部老人憩の家 
12月15日（木）9：30～11：30 
　ふれあいセンター 
12月16日（金）13：30～15：00 
　老人憩の家 

内容/歯科相談・ブラッシング指導・歯 
こう染め出し・歯みがき圧測定 
持ち物/普段使っている歯ブラシ 
 

歯の健康相談 
成人 毎週木曜日（祝日は除く） 

9：00～11：00

対　象　者 
6か月から7歳6か月未満 

と　き 
12月14日（水） 
　　  21日（水） 
受付/13：00～14：00 
 

備考 
初回接種/3～8週間の間隔で3回接種 
追加接種/初回接種の3回目完了後1年 
～1年6か月の間に1回接種 

□三種混合 
百日せき・ジフテリア・破傷風 

　朝の体温を測り、母子健康手帳をお忘れなくご持参ください（母子健康手帳がないと受付できません）。予防接種は、はしか、水ぼうそう
などの病気が治ってから、1か月は接種できません。三種混合の□印の予防接種は接種後6日以内に、ＢＣＧ等の■印の予防接種は接種後27
日以内に他の予防接種を受けることはできません（接種間隔など詳しくは、保健センターへお問い合わせください）。三種混合は生後6か月
から受けていただけます。 
　今までは、百日せきにかかった人は二種混合ワクチンを接種していましたが、7月29日の予防接種実施規則の改正により、6か月から7歳
6か月未満の二種混合は中止になり、すべて三種混合ワクチン接種に変更になりました。 

12月15日（木） 
受付/13：00～14：00

1歳から7歳6か月未満 ■風しん 
12月22日（木） 
受付/13：00～14：00

3か月から6か月未満 平成17年4月1日からツベルクリン 
反応検査が廃止となり、直接ＢＣＧ接種 
となりました。 
1回接種 

■ＢＣＧ 

■麻しん（はしか） 「麻しん」「風しん」予防接種の接種方法が変更されます 
※申し込みが必要です。母子健康手帳をご持参のうえ、保健
センターへお申し込みください（電話不可）。費用は無料です。 
●と　き　12月26日（月）、平成18年1月11日（水）・26
　　　　　日（木）、2月1日（水）・8日（水）、3月1日（水）・
　　　　　9日（木）・31日（金） 
●受　付　13：00～14：00 
●定　員　各回80人 
●持ち物　母子健康手帳 
●対　象　1歳から7歳6か月未満の人 
※次の人は対象から除きます。 
★すでに麻しんにかかった人 
★すでに麻しん、または、ＭＭＲ（麻しん、風しん、おた
　ふくかぜ混合ワクチン）の予防接種を受けた人 
★麻しんの予防で、ガンマグロブリンの接種を3か月以内
　に受けた人 
★予防接種に含まれる成分で、アナフィラキシーを起こし
　たことのある人 

　予防接種施行令等の改正により、平成18年4月1日から
麻しんと風しんの混合ワクチンを2回接種することに変更
になります。平成18年4月1日に2歳を超えるお子さんや
麻しんか風しんのどちらかの予防接種が済んでいるお子さ
んは、平成18年3月31日までに保健センターで麻しんと
風しんの予防接種を両方済ませていただくようお願いしま
す（なお、今までに麻しんまたは、風しんにかかった人は、か
かった疾患の予防接種を受ける必要はありません）。 
　なお、平成17年2月生まれ・3月生まれのお子さんは、平
成18年3月31日までに麻しん・風しん両方の予防接種を
終了することが困難なため、4月以降混合ワクチン接種をお
勧めします。 
●風しん予防接種実施日 
平成18年1月27日（金）・30日（月）、2月3日（金）・9日（木）、
3月3日（金）・8日（水）・29日（水） 

成　人 
保健センターを利用されるときは、健康手帳をお持ちください。健康手帳の交付は随時行っています。 

予防接種 

●問合先　岩倉市保健センター 
　　　　　旭町1-20　☎37-3511

N

S

EW
市役所 

ユニー 

中央 
公園 

県道岩倉西停車場線 

県
道
名
古
屋
江
南
線 

新
柳
通
線 

県道小牧岩倉一宮線 

保健センター 

郵便局 

岩
　
倉
　
駅 
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●お母さんになるために 
と　き 

毎週木曜日（祝日は除く） 
10：00～ 
受付/9：45～11：00 
（初産の人は10時までに受付） 

対　象　者 

妊婦 

備考 

内容/ビデオ「妊娠中の過ごし方」・保健指導　 
持ち物/妊娠届出書 
当日、ご都合の悪い人は、ご連絡ください。 
初産の人は10：00～11：00までお話 
を聞いていただきます。 

母子健康手帳交付 

第1回/12月5日（月） 
第2回/12月12日（月） 
13：30～15：30 
受付/13：15～13：30

妊婦（夫の参加も可） 内容/第1回…講義「妊娠中の栄養（試食）・ 
歯の手入れ・過ごし方」・妊婦同士の交流会 
第2回…ビデオ・実習「妊婦体操・呼吸法」 
産後ママとの交流会 
 

母親教室 

●赤ちゃんのために 
と　き 

12月5日（月） 
9：00～ 
受付/9：00～11：00

対　象　者 

乳幼児 

備考 

内容/身体計測・栄養相談・育児相談・ 
母乳相談（母乳相談は予約が必要です） 
定期測定にもご利用ください。 乳幼児健康相談 

 

4か月児健康診査 
12月20日（火） 
13：00～ 
受付/13：00～14：00

平成17年8月生まれ 内容/診察・発達チェック・身体計測・ 
栄養指導・育児相談等 

かるがも地球ひろば 
12月21日（水） 
10：00～11：30

外国籍の親子 内容/情報交換・交流会 

ツインズマザー交流会 
12月19日（月） 
10：00～11：30

双胎・多胎の妊婦 
双児・多児の親子 

内容/情報交換・交流会 

4～6か月児の離乳食教室 
12月6日（火） 
10：00～11：00 
受付/9：45～10：00

4～6か月児の保護者等 内容/離乳食のすすめ方と試食 

8か月児育児教室 
12月20日（火） 
9：45～ 
受付/9：30～9：50

平成17年4月生まれ 内容/身体測定・育児のお話・赤ちゃん 
体操・歯のお話・育児相談・栄養相談・ 
絵本の読み聞かせ 

かみかみ歯ピカ教室 

12月12日（月） 
10：00～11：30 
受付/9：45～10：00 
申込/11月16日（水）8：30～ 
保健センター（電話可） 

保健センターでは、乳幼児や健康に関する電話相談(☎66－7300)を土・日曜日、祝日を除く毎日行っています。 

1歳～1歳6か月児 
定員15組 

内容/幼児食と歯の話・染め出し・ブラ 
ッシング指導 
持ち物/子どもの歯ブラシ・コップ・エプ 
ロン 

1歳6か月児健康診査 
12月6日（火） 
13：00～ 
受付/13：00～14：00

平成16年5月生まれ 内容/診察・歯科健診・発達チェック・身 
体計測・遊び指導・栄養相談・育児相談等 
※歯をみがいてきてください。 

2歳児歯科健康診査 
12月19日（月） 
13：00～ 
受付/13：00～13：40

平成15年12月生まれ 内容/歯科健診・染め出し・ブラッシング 
指導・フッ素塗布・食生活指導 
持ち物/子どもの歯ブラシ・コップ・エプロン 

3歳児健康診査 

12月13日（火） 
13：00～ 
受付／13：00～14：00

平成14年12月生まれ 内容/診察・歯科健診・発達チェック・身 
体計測・栄養相談・育児相談・視覚聴覚 
検査・尿検査（会場で採尿）等 
持ち物/保健センターからお送りする 
アンケート用紙 

子どもとお母さん 
保健センターを利用されるときは、母子健康手帳をお持ちください。 

 

12月の保健センター案内 
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だれ
もが

住み良いまちづくりユニバ
ーサルデザインだれ

もが
住み良いまちづくりユニバ
ーサルデザイン

日本福祉大学社会福祉学部教授　児玉善郎 
 

こ　だま  よし  ろう 

「岩倉市ユニバーサルデザイン 
振興指針について　その４」 
「岩倉市ユニバーサルデザイン 
振興指針について　その４」 

 は
じ
め
に 

　
岩
倉
市
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
振
興

指
針
に
つ
い
て
の
紹
介
も
今
回
が
最
後
で
す
。

今
回
は
、「
情
報
」に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。 

　
わ
た
し
た
ち
が
日
常
の
生
活
を
送
る
上
で

は
、
い
つ
ゴ
ミ
を
出
す
の
か
、
ど
こ
で
ど
ん

な
行
事
が
あ
る
の
か
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
で
の
安
心

で
豊
か
な
生
活
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ま
ち
に
出
か
け
て
施
設
や
お
店
を

利
用
す
る
と
き
に
は
、
案
内
板
や
サ
イ
ン
な

ど
多
く
の
情
報
を
手
が
か
り
と
し
て
、
目
的

の
場
所
に
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
て
い
る

の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
情
報
が
誰
に
と
っ

て
も
、
わ
か
り
や
す
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、

わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
と
っ
て
、
と
て
も
大

切
な
こ
と
な
の
で
す
。
「
情
報
」
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
み
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

案
内
標
識
・
サ
イ
ン 

　
ま
ち
を
歩
く
上
で
は
、
標
識
、
案
内
板
や

サ
イ
ン
が
誰
に
で
も
見
や
す
い
場
所
に
、
わ

か
り
や
す
い
内
容
で
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
必
要
で
す
。 

　
例
え
ば
、
下
の
写
真 

は
岩
倉
駅
東
側
に
あ
る

公
衆
ト
イ
レ
へ
の
案
内

サ
イ
ン
で
す
。
「
ト
イ

レ
こ
ち
ら
」
や
「
お
手

洗
い
」
の
文
字
が
小
さ

い
と
と
も
に
、
壁
の
高

い
位
置
や
床
上
す
ぐ
に

表
示
さ
れ
て
い
る
た
め
、

目
に
付
き
に
く
い
状
態

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
床
面
に
大
き
な
字
と
矢
印
が
あ
り
ま
す
が
、

一
般
的
に
床
面
で
案
内
す
る
こ
と
が
少
な
い

の
で
、
見
落
と
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。 

　
ま
た
、
ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ
や
漢
字
の

混
ざ
っ
た
文
字
で
表
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、

字
の
読
め
な
い
小
さ
な
子
ど
も
や
外
国
の
人

に
と
っ
て
は
、
ど
こ
に
ト
イ
レ
が
あ
る
の
か

よ
く
わ
か
ら
な
い
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
一
方
、
岩
倉
駅
西

側
の
ト
イ
レ
に
は
、

下
の
写
真
の
よ
う
に

大
き
く
て
見
や
す
い

絵
文
字
に
よ
る
サ
イ

ン
が
つ
い
て
い
る
の

で
、
こ
こ
に
ト
イ
レ
が
あ
る
こ
と
が
、
誰
に

で
も
わ
か
り
や
す
い
と
思
い
ま
す
。 

　
左
下
の
右
側
の
写
真
の
中
に
、
公
共
施
設

な
ど
の
位
置
を
案
内

す
る
標
識
が
あ
る
の

で
す
が
、
わ
か
る
で

し
ょ
う
か
？
　
案
内

標
識
が
、
植
え
込
み
、

街
灯
の
支
柱
、
駐
輪

禁
止
の
看
板
な
ど
と

混
在
し
て
い
る
た
め
、

存
在
自
体
が
わ
か
り

に
く
い
と
思
い
ま
す
。

左
側
の
写
真
は
案
内
標
識
の
部
分
を
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
が
、
文
字
が
小
さ
く

読
み
取
り
に
く
い
う
え
に
、
漢
字
で
表
記
さ

れ
て
い
る
の
で
、
ト
イ
レ
の
案
内
と
同
じ
よ

う
に
、
小
さ
な
子
ど
も
や
外
国
の
人
に
は
、

こ
の
案
内
標
識
の
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
場
合
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

日
常
だ
け
で
な
く
災
害
時
の
情
報
伝
達 

　
市
の
広
報
紙
に
つ
い
て
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
が
音
訳
テ
ー
プ
を
作
成
し
、
聴
覚
障

害
者
に
貸
し
出
す
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
お
り
、

日
常
の
情
報
が
誰
に
で
も
届
く
よ
う
に
配
慮

が
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
日
本
語
が
理

解
で
き
な
い
外
国
の
人
な
ど
、
広
報
紙
の
情

報
が
把
握
で
き
て
い
な
い
人
が
い
る
た
め
、

さ
ら
に
情
報
提
供
の
工
夫
が
必
要
で
す
。 

　
日
常
の
情
報
だ
け
で
な
く
、
災
害
時
に
、

す
べ
て
の
人
に
い
か
に
迅
速
に
情
報
を
伝
え

る
か
が
、
重
要
な
問
題
で
す
。
阪
神
・
淡
路

大
震
災
、
中
越
地
震
や
台
風
被
害
な
ど
、
近

年
発
生
し
た
大
災
害
に
お
い
て
、
聴
覚
障
害

者
、
視
覚
障
害
者
、
認
知
症
高
齢
者
、
一
人

暮
ら
し
高
齢
者
な
ど
に
、
災
害
発
生
情
報
、

避
難
情
報
が
伝
わ
ら
ず
、
孤
立
し
た
り
、
避

難
が
遅
れ
る
と
い
っ
た
こ
と
が
起
こ
っ
て
い

ま
す
。
命
に
関
わ
る
問
題
な
の
で
、
平
時
か

ら
、
災
害
弱
者
の
所
在
を
確
認
し
て
お
き
、

災
害
発
生
時
に
、
迅
速
か
つ
的
確
に
情
報
を

伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。 

誰
で
も
Ｉ
Ｔ
が
活
用
で
き
る
よ
う
に 

　
現
代
の
社
会
に
お
い
て
は
、
携
帯
電
話
、

パ
ソ
コ
ン
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
、
Ｉ
Ｔ

を
駆
使
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
送
受
信

さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
さ
き
ほ
ど
の
災
害
時
の
情
報
伝
達
に
つ
い

て
も
、
岩
倉
市
で
は
、
聴
覚
障
害
者
に
対
し

て
メ
ー
ル
で
災
害
情
報
を
配
信
す
る
と
い
う

こ
と
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
高
齢

者
、
障
害
者
の
中
に
は
、
こ
の
よ
う
な
Ｉ
Ｔ

機
器
を
使
え
な
い
人
た
ち
が
ま
だ
ま
だ
多
く

い
る
の
が
現
状
で
す
。 

　
だ
れ
で
も
自
由
に
情
報
の
送
受
信
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
Ｉ
Ｔ
機
器
の
活

用
方
法
に
つ
い
て
気
軽
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
講
習
会
な
ど
を
今
後
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
高
齢
者
で

も
使
い
や
す
い
携
帯
電
話
が
売
り
出
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
Ｉ
Ｔ
機
器
自
体
の
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
を
さ
ら
に
進
め
、
誰
で
も

簡
単
に
操
作
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と

も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。 

▲公共施設を案内する標識 

▲岩倉駅東側の公衆トイレへの案内サイン 

▲岩倉駅西側の公衆 
　トイレのサイン 
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　１０月２１日、八剱憩いの広場で岩倉ゆうわ会
の運動会が開かれました。 
　この日雲一つない秋空のもと、グラウンドゴル
フや風船割りなどの競技のほか、フラダンスなど、
さまざまな種目に５６６人の皆さんが元気に参加
しました。 
　フラダンスでは雰囲気を出すために、参加者全
員、頭や胸などにハイビスカスの造花をつけ、楽
しく踊っていました。 

元気にフラダンス　 
～岩倉ゆうわ会運動会～ 

　１０月２３日、岩倉市国際交流協会による、食
を通した交流会「世界のお惣菜」。今回は、岩倉
市国際交流員のビビエンさんからオーストリア料
理を学びました。 
　参加した２８人の皆さんが学んだのは、ケーゼ
シュペッツレ（チーズ料理）、ウィンナシュニッ
ツェル（ウィーン風カツレツ）、トップフェンク
ネーデル（団子風お菓子）、スープとサラダです。 
　参加した皆さんは、初めて体験した料理に、「日
本人にも食べ慣れた味で、とてもおいしかった」
「家でもまた作りたい」と話していました。 

気分はウィーン？　 
～世界のお惣菜　オーストリア編～ 

　１９７７年にチェコで開催された国際音楽評議
会総会で１０月１日を「国際音楽の日」として、
音楽の記念行事を催すことが決定されました。 
　この一環として、１０月２３日、岩倉市ジュニ
アオーケストラが、岩倉駅コンサートを開き、聴

く人の心を癒す「星に願いを」や、思わず体を動
かしたくなる「ラ・バンバ」などの曲が演奏され、
駅に訪れた皆さんを楽しませていました。 

リズムに合わせて　 
～岩倉駅コンサート～ 

いや 
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広報に掲載したあなたの写真をさしあげます。 
●申込先  企画課広報広聴係（☎38-5802）まで。 



すのき 

古紙配合率100％再生紙を使用しています この印刷は環境にやさしい大豆インキを使 
用しています 白色度70％ 

ちき
ゅうにやさしい

岩倉市は、　日本環境協
会の承認を得て、エコマ
ークをシンボルマークと
して使用しています。 

（財） 
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野菜の広場/岩倉駅地下道 

野菜の広場/岩倉駅地下道 

はつらつ元気くらぶ（老人憩の家） 
分別収集/下本町・昭和町・旭町・栄町二丁目・新柳町 
古紙と古着の日/曽野町・稲荷町・大山寺町・大山寺元町・大山寺本町・五条町・大市場町 
 

★BCG　 

★三種混合　健康相談（総合体育文化センター） 
野菜の広場/岩倉駅地下道 

★母親教室第４回 

★三種混合 
分別収集/泉町･西市町･本町･宮前町･栄町一丁目 
古紙と古着の日/大地町・大地新町・中央町・川井町・北島町・野寄町 

★はつらつ元気くらぶ 

野菜の広場/岩倉駅地下道 

�� 水 

「声の広報」を用意しています。 
●申込・問合先  岩倉市社会福祉協議会（☎３７-３１３５） 
または、企画課広報広聴係（☎３８-５８０２）まで。 

●発行/岩倉市役所 
〒482-8686 愛知県岩倉市栄町一丁目66番地 
☎０５８７-６６-１１１１（代表）　　０５８７-６６-６１００ 
●編集/総務部企画課広報広聴係 
●毎月2回 1日・15日発行 
●岩倉市ホームページアドレス 
http://www.city.iwakura.aichi.jp/

岩倉市の人口／48，581人（＋50人） 
            男性/24，186人（＋26人） 
            女性/24，395人（＋24人） 
          世帯数/19,658世帯（＋51世帯） 
                （11月1日現在） 

★印は保健センター 
休日急病診療の担当医は、変更する場合があります。 
岩倉市のホームページをご覧ください。 
健康チェックの日、母子健康手帳交付は毎週木曜日 
です。 
※毎週金曜日（祝日を除く）は、市民窓口課の証明 
発行業務を午後７時まで延長しています。 

救急医療情報センター 
　　�0586-72-1133 
　休日急病診療所 
　　�66-4708 
受付　9：00～11：30 
　　 13：00～16：30 
消防テレホンサービス  
　　�38-3119

勤労感謝の日　※市役所市民スペースはお休みです。 
　休日急病診療（押谷誠　おしたにクリニック） 
野菜の広場/岩倉駅地下道 

　休日急病診療（柵木隆志　ませきクリニック） 

　休日急病診療（寺澤正恭　寺澤内科小児科） 

［ ヤブツバキの実 ］ 
　鈴井町の八幡社でヤブツバキの実が開いているのを見かけま

した。 

　ヤブツバキは、ツバキ科の常緑高木で、鮮やかな赤い花を咲

かせます。早春を代表する花で、市内各地に植えられていて美

しい花を見ることができます。この季節には、実っていた実が

熟して三つに裂け、中から褐色の種子が現れます。 

　秋から冬にかけては、公園などで子どもたちがどんぐりやマ

ツボックリを探す姿を見かけますが、ツバキの実も子どもたち

の大切な宝物の一つです。 

はつらつ元気くらぶ（第五児童館） 
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